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1. 史料
土こ で試み に訳 出したの は ､ ハ ン ガリ ー ･ デブ レ ツ ェ ン の ハ イ ドゥ - - ビ ハ ル 県文書館ヴ
ニ
ー チ ェ イ ･ ヨ - ジ ェ フ 国王委員文書に収 められて い る エ ン ド レ - ディ ･ ヨ - ジ ェ フ と いう人
物 の聴取記録で あるID こ の文書は ､ 聴取が行われた エ ゲル から送られて きた写 しで あるが ､
エ ゲル の - ヴ ュ シ ュ 県文書館にあると思われる原本はまだ発見して い ない ｡ また ､ こ の記録の
同様の写 しは ､プダペ シ ュ トの ハ ン ガリ ー 国立文書館 の ハ ンガリ ー 稔督府宗教関連文書改宗関
係資料部にもあり ､ その ほ か こ こには ､ エ ン ドレ - ディ の妻チャ ト - ･ ジ ュ ジャ ンナの聴取記
録や国王名の命令書な ども収められて い る2｡
2. エ ン ドレ - ディ ･ ヨ - ジ ェ フ の改宗と放浪
この エ ン
.
ドレ - ディ ･ ヨ - ジ ェ フ (彼自身の 証言 に基づくと ､ 正式には エ ン ド レ - ディ ･
ヨ - ジ ェ フ ･ ア ル ベ ー ル ト ･ ジ ェ ル ジ ュ ･ マ ー ル ク Endr6dyJ6zsef Al birtGy6rgyM ark､ 史料に
よ っ て は ､ ヨ - ジ ェ フ の代わりに貞 一 ニ ク J6mi kと表記されて い る) という人物は ､ (17 71年
の聴取の 際に30歳と証言 してい ることから)1741年頃､ トラン シ ル ヴァ ニ ア北部の 町 で､ カ
トリ ック小貴族の家に生まれた｡ 没年は不明である｡ 彼が (おそ らくそ の意に反 して) 1760
- 70年代の ハ ンガ リ ー に小さな波風 をたたせ ､ こ こに訳出した興味深い史料を残す ことにな
っ たの は ､ トラ ン シル ヴァ ニ アを去 っ た彼が ハ ンガリ ー 東部の都市デブ レ ツ ェ ン に姿を現 した
ことに よる｡ 1763年の冬に彼が こ の都市に流れ者 い たとき ､ エ ン ド レ - ディは ､ トラ ン シル
ヴァ ニ ア の合同派(ギリ シャ ･ カ トリ ッ ク) 修道院か らの逃亡の途上 であり ､ デブ レ ツ ェ ン は､
ハ ンガリ ー ･ カ ル ヴァ ン派の 牙城と して ､ ハ ブ ス プ ル ク ･ ハ ンガ リ ー 王 国か らの再カ トリ ッ ク
化の執轍な圧力にさらされて い るさなかであっ たo 彼は､ カ ル ヴァ ン派 - の改宗を求めて ､ こ
の都市にや っ てきた のである｡ その 後､ 不首尾に終わ っ たウィ ー ン - の旅を経て ､ 翌年 1764
年の春 ､ 彼はデブ レ ツ ェ ンに戻り ､ 1767年 6月 までそ こ の市営印刷所で働 い た｡ こ の 3年間
の滞在は､ 彼の 半生の なか で稀にみ る平穏さであっ たと思われる｡ こ こで彼は､ トラン シル ヴ
ァ ニ アから呼び寄せた娘と､ カ ル ヴァ ン派 の牧師の もとで ｢私的な結婚+ も して い るo 1767
年 6月 12日頃､ 彼は､ 突然や っ てきた市当局者に よ っ て拘束され､ 3 日後の 6月 15日に保釈
され ､ 市から追放された3o その後彼は ､ あるときはひとりで ､ またあるときは妻を連れて ､
ハ ンガリ ー 大平原の村々 を､ 保護を求めて放浪 した o 以前か ら身に つ けて いた技術を使 っ て ､
時計の修理や彫刻をしなが ら村の鐘楼に住む生活は ､ 1771年に ロ フ という名のテ ィサ川岸の
村で逮挿され るこ とで終止符が打たれた｡ - ヴ ュ シ ュ 県の役人によ っ て エ ゲル に移送された エ
ン ドレ t - デ ィ は､ 6月 4月 ､ こ こ で ､ その 半生を物語るので あるo
も っ とも､ 彼の 遍歴はデブ レ ツ ェ ン に姿を現す以前から続い て い た｡ 決 して信仰心が厚いと
は言えない カ トリ ッ クの 父の もとに生まれた エ ン ドレ - ディ は､ .7歳卿 こ生まれ町ラ ー ポシ ュ
4の カ ル ヴァ ン派牧師のもとで勉学を始め､ その後､ デ ー ジ ュ
5の フ ランシ ス コ 会学校､ コ ロ ジ
ュ ヴァ ⊥ /i)
6
のイ エ ズ ス 会学校 - と進んだ . そ して､ 1756年頃 15歳のとき ､ イ エ ズ ス 会学校
を離れ ､ バ ラ - ジ ェ フ ア ル ヴァ の 合同派バ シリウス 会修道院
7に身を投じるの で あるo
I bj血 BiharMegyeiLeviltir,IV. A . 1 00 1. 3. d. ull.
;濫芸3謡:≡i:霊宝2
4
8
0 濫聖霊諾慧鑑L7e:EatuLad),守,F6?,C,･.?8･
4 注 10参照
5 注 1写参照
` 注 14参照
7 注 15,ヱ4参照
南塚倍音締『近代 ヨ ー ロ ッ パ 改治文化 の 研究 (II)』､ 千葉大学社会文化科学研究科 ､.2004年 43
歌山晋音
それからお そらく 卜 2年後 ､ 修道院で不品行を理由 に制裁を受けた こ とを不満と して ､ 同
輩とと もに ､ 1回目の脱走を韓 みたD こ の逃亡の お よそ 1年間は ､ テ メ シ
･ バ ー ナ ー トの軍政
国境地 軒 で家庭教 臥 国境警備兵と して費やされた ｡ 病 を得て バ ラ
- ジ ュ フ ァ ル ヴァ に戻 っ
た彼 臥 許されて修道院に受け入れられた ｡ しばらく の療養生活を経て ､ 彫刻を学び始め ､
コ
ロ ジ ュ ヴア ー ル では修道士 の身分を保ちなが ら､ 3年間ほ ど印刷技師の もと で修行 した ｡
こ こ までの彼 の人生は ､ 確かに ､ ロ ー マ ･ カ トリ ッ クと して生 まれな がら ､ カ ル ヴァ ン派 の
教師のもとで学んだ り ､ ギリ シ ャ
･ カ トリ ッ ク (合同派) に身を転 じたり ､ あるい 臥 修道院
からの脱走も試みた りと い っ た ､ 数 々 の変転を含ん では い るもの の ､ そ の動向が国王の 耳に入
り､ 王国最大の都市を揺るがす ような要素は含んで い なか っ た｡ 子供が他宗派の 聖職者か ら勉
学 の 手ほ どきを受けるこ と娃決 して稀なことで はなく ､ カ トリ ッ ク で ある合同派
- の 転身 臥
改宗あるい は背教 ･ 乗数とはみなされな い からで ある (も っ とも､ 本文 で語られ る
ようにイ エ
ズ ス会学校の教師の意見で は合同派は異端とみ なされる
べ きもの なの ではあっ たが)a l 回 目
の逃亡が改宗にま で行き つ かな か っ た ことが ､彼が許されて修道院にもどること の できた最大
の 理由であろう｡ これに対 して ､ 17 63年歌に決行され ､ デブ レ ツ ェ ン に流れ者く ことになる 2
回目の 逃亡は ､ そ こでカ ル ヴァ ン派 - の改宗を求め､ さらに､ こ の都市と教会が ､ 彼の滞在を
黙謬し､ 実質的な保護が与 えられ た ことで ､ 彼のそ れま での遍歴とは ､ その性格をま っ た く変
化させ ること になるの で ある｡
3. エ ン ドレ - デイ 問題 の背景
エ ン ドレ - ディ ･ ヨ - ジ ェ フ の放浪の意味を考えるには ､ 18 世紀 の トラン シル ヴァ
ニ ア侯
国お よび ハ ン ガリ ー 王国における宗教状況お よび国制 ､ そ して
ハ プ ス ブ ル クによる (再) カ ト
リ ッ ク化政策お よびそれと療按な関わりをもつ 中央集権化政策を､ 背景と して捉えておく必要
が あるo そ の文脈の なか で
.
こそ ､ 彼の遍歴は問題となっ たの である｡
中世の ハ シガリ∵王国は ､ 16世紀前半以降､ 西部 ･ 北部からなる - プ ス プル ク
･ ハ ンガリ
ー 王国､ プ ダを含む 中央部の オ ス マ ン帝国､ 東部の トラン シ ル ヴァ ニ ア 侯国に分割された｡ ト
ラ ン シル ヴァ ニ ア では ､ すで に 14世紀から ハ ン ガリ
ー 人 ､ セ - ケ イ人 ､ ザクセ ン人の 3 つ の
ナテ ィオ (等族)に よる議会が成立 し､ 143 7年に 掛まれた三ナテ ィ オ同盟 によ っ て ､ 19世紀
ま で続く国制 の根幹が形成されて いた ｡ こ の同盟と並ん で ､ トラ ン シ ル ヴァ
ニ ア の 国制を特徴
付 けた のが ､ 宗教的寛容 であるo 16世紀中頃か ら急速に浸透 した新教諸派に関 して ､ トラン
シ ル ヴァ ニ ア盛会 臥 ル タ ー 汎 か レヴァ ン派 ､ ユ ニ タリア ンの新教3派を相次 い で 公認 し､
これ らに ロ ー マ ･ カ トリ ッ クを加 えた 4宗派が侯国内で信教の自由を享受すると いう特異な体
制が成立 した ｡ こ の体制の 中で ､ 特にカ トリ ッ クの ハ ブ ス プ ルク
･ ハ ン ガリ ー 王国との 対立を
遠因と してカ トリ ッ クの急速な退潮が起 こり ､ トラン シ ル ヴァ
ニ ア 司教の 空位 にまで発展す る
こ とになるo こうした新教優位の宗教寛容体制 臥 1680 年代後半の - ブ ス プル ク軍によるト
テ ン シ ル ヴァ ニ ア 占領と ､ それを踏まえて 16 91年に発せ られた レ オボ ル ト勅令 により､ トラ
ン シル ヴァ ニ ア侯国が ハ ブ ス プル ク宗主権下 に入ると急激に変化 した｡ レオボ ル ト勅令 臥 侯
国の独自の 国制､ すなわち三ナチ イオ ･ 四宗派体制の維持を請 っ ては いたが ､
一 方 で ､ カ トリ
ッ ク司教座の 再設置､ 稔督府 ･ 国務庁官僚の カ トリ ッ クの増加 ､ 場合に よ っ て 結新教教会堂 の
没収などの 再カ トリ ッ ク化を連吟た ｡ そ して ､ 当初からとの政策の重要な要素とな っ てい たの
が､ 東方正教会の ロ
.
- マ ･ カ トリ ッ ク との合同で あるo すでに 17世紀中頃か らルテ ニ アなど
で行われて いた教会合同臥し トテン シ ル ヴァ ニ アでは 1700年に実行され た｡ トラン シル ヴァ
ニ ア の 四宗派公認体制は ､ ( 新教わ小規模宗派を度外視すれば) 正教を排除するかたちで成立
していた が ､ こ の教会合同 によ?て ､ 合両派はカ トリ ックと して ､ あるい は ロ ∵ マ
･ カ トリッ
クと完全な同権を得た上で ､ 正薮の典礼を維持 し､ か つ ロ
ー マ ･ カ トリ ッ クの 管轄内で独自の
司教区を持つ 体制が導入された の である｡ こ の教会合同臥 カ トリ ッ ク
･ ハ プ ス プ ルクの 再カ
トリッ ク化政策の道具の ひ とつ と して ､ トラ ン シ ル ヴァ ニ ア の 国制の枠組み の なかで ､ 新教優
位の トラン シル ヴァ ニ ア貴族を専制す るとい う意味をもっ た o
等族と して のナチ イ建が徐々lき近代的な民族集団という意味を獲得 し始めて い た 18世紀に
おい て ､ 教会合同によ っ て成立 した合同派教会 (ギリシ ャ
･ カ トリ ッ ク教会) は ､ ロ ー マ ･ カ ト
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リ ッ タ司教座の あるジ ュ ラ フ ェ - - ル ヴア ー ル か ら離れ て ､ 1737年にその 司教庭 をバ ラ
- ジ
ュ フ ァ ル ヴァ に移 し､ 修道院､ 学校 ､ 印刷所を設立 した こ とを契機 として ､ トラ ン シル ヴァ ニ
ア にお けるル ー マ ニ ア文化 の担い 手とな っ た o 合同派司教区会議に よる聖職者 の免税特権お よ
び トラ ン シ ル ヴァ ニ ア議会 - の議席の要求を挺と して ､ 公認され る べ き 4 つ 目 の ナチ イオと し
て の ル ー マ ニ ア 人と い う範暗が成立 して い っ た の である｡ その ひと つ の頂点が ､ 1790年 に提
出された ｢ワ ラキア人 嘆願書+ であるが ､ それと前後 して ､ 合同派の聖職者に よ っ て ､ ル
ー マ
ニ ア人 の ロ ー マ 起源 を証明するた めの 歴史 ･ 言語研究が蓄積されて い っ た｡ トラ ン シ ル ヴァ ニ
ア学派と呼ばれる この動き按､ か レバテ ィ ア 山脈を超えて ワ ラキア ､ モ ル ドヴァ にも影響 を与
えるこ とになるの で ある｡
ただ ､ ロ ー マ 教会との合同 を受け入れた者が正教徒の 多くの部分を占めた のか ､ それともほ
ん の 一 握りであ っ たの か､ 研究者の 統 一 した見解はない o 確かであるの は ､ 1760年の 正教寛
容令と トラン シル ヴァ ニ ア正教主教区の設置が ､ 大量の合同派住民 の正教 - の (再)改宗を引
き起 こ し､ 教会合同が脆弱性を強く纏っ て い た ことが明らかにな っ た ことであるD 1760 年代
前半の この合同派から正教 - の (再) 改宗の動きは､ トラ ン シル ヴァ ニ ア西部の 山岳地帯を中
心 に ､ ソ フ ロ ニ エ の 騒擾と よばれ る混乱を巻き起こ したが ､ まさにそ の時期に ､ (相互 の 関わ
りは不明だが) エ ン ドレ - ディは ､ カ ル ヴァ ン派 - の改宗を期して ､ 合同派修道院を出たの で
ある｡
ハ ン ガリ ー 王国における再カ トリ ッ ク化は､ トラン シル ヴァ ニ ア侯国よりも強力にすすめら
れ たo 侯国と同様 に王国にお いても､ 16世紀中頃以降急速に新教諸派が浸透 したo 世紀後半
には新教諸派の禁令が繰り返 し発布され たが ､ ハ プ ス プル ク ･ ハ ンガ リ
ー 王国と トラ ン シ ル ヴ
ァ ニ アお よび北 ハ ンガリ ー の 貴族との 間で戦われたポチ ュ カイ解放戦争の結果結ばれた 16 06
年の ウィ ー ン和約 ､ および ハ ン ガリ ー 王国議会が承認 した 1608年法律第1号によ っ て ､ ルタ
ー 派とカル ヴァ ン派に対する倍数の 自由が保障された
9
o しかt,､ 1681年法律第26号によ っ て
新教2派の 宗教活動の場が限定された ことを契機と して ､17世紀末から18世紀前半にか けて ､
本格的に再カ トリ ッ ク化がすすめ られた｡ 宗教問題 臥 ポジ ョ ニ (プラテ ィ ス ラグァ) の ハ ン
ガリ ー 総督府に置かれた宗教部局が管轄 し､ そこ には､ 背教者の案件を 一 括 して取り扱う部門
も設けられ た｡ こ の 趨勢は ､ マ リア - テ レ ジア期を経て ､ 17 81年にヨ
- ゼ フ 2 世に よ っ て 宗
教寛容令が発布されるま で続く ことになる｡
4. デブレ ツ ェ ン における エ ン ドレ - デ ィ 問題
1693年に王 国自由都市特権を獲得したデブ レ ツ ェ ンは ､ 18世紀中頃には人口約 22,000か ら
24,000人を抱える ハ ンガリ ー 王国最大の都市で あっ た D こ の都市が位置するテ ィサ川左岸は ､
ハ ンガ リ ー 王 国でも っ ともカル ヴァ ン派が浸透 した地域であり ､ なかでもデブ レ ツ ェ ン は ､
15 52年にカ トリ ッ ク教会が消滅 して以降､ 完全にカル ヴァ ン派の都市とな っ た ｡ それに先立
っ 1538年に設立 されたカ ル ヴァ ン派大学 (Kolligium) は ､ その後､ ハ ンガリ ー にお けるカル
ヴァ ン派文化の拠点と して機能 した ｡ 17世紀末に ハ プス プル クの支配を受け入れた こ とによ
り ､ カ ル ヴァ ン派以外の宗派の 居住が認 められ ､ また ､ カ トリッ ク教会の建設も行われ たが､
18世紀末に至 っ ても住民 の約 99%がカ ル ヴァ ン派であっ た o 王国自由都市特権を得たとい う
こ とは､ 王国に直属すること を意味 して い たが ､ デブ レ ツ ェ ンにお ける再カ トリ ッ ク化と王国
の介入 は､ 急速には強化されなか っ た D 王国自由都市 一 般に対する王国の 統制が本格化するの
は､ マ リア - テ レ ジア改革期の 1760年代後半からであるo デブ レ ツ ェ ン では ､ カ トリッ クの
参事と市会員が勅令によ っ て任命されるのは ､ ようやく i755年の ことであり ､ また ､ 国王委
員の恒常的な派遣というかたちで市政の統制が本格化するのは ､ 1770年か らの ことで ある｡
デブレ ツ ェ ンにおける都市と教会の 関係は非常に密接なもの であ っ た ｡ 市内の教会
･ 学校の
土地はすべ て市によ
■
っ て提供され､ 下級聖職者や教師､ あるいは学校寮の料理婦に至るま で ､
給与は 18世紀中頃まで都市財政から支出された｡ また ､ 他の都市や領主と同 じく ､ ･市が聖職
授与権を保持して いた｡ エ ン ド レ - ディ の問題に限らず､ 宗教の問題が市政の根幹 に関わるこ
とにな るの 臥 こうした都市と教会の密接な関係を背景と して い るの である｡ 特に､ 173 5年
9 ウ ィ ー ン和釣と 16 0 8年法律第1号の解釈に つ い て は以下を参 晩 飯尾唯紀 ｢近世 ハ ンガリ
ー 王国に掛ナ
る ｢倍教の自由+ - 1 60 8年法令第 1条の解釈をめぐ っ て - +『ス ラブ研究』4 8号､ 20 0 1年 ､ 9 5
- 112頁o
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か ら1764年ま で首席判事を務 めた ドモ コ シ ュ ･ マ ー ル ト ン ､ そ の息子 で 1774年から 1784年
ま で同様に首席判事であ っ た ドモ コ シ ュ ･ ラ ヨ シ ュ の カ ル ヴァ ン派教会に対す る影響力は絶大
であっ た｡
エ ン ドレ - デ ィが バ ラ - ジ ュ フ ァ ル ヴァ の修道院から逃亡 し､ デブ レ ツ ェ ン に滞在 して い る
ことが ､ ハ ンガリ ー 経督府に伝わ っ た の は ､ 彼が最初にこ の 町に姿を現 して か ら3年半ほ ど経
っ た 1767年5 月 の こ と である o 彼 の動向を把握 した バ ラ - ジ ュ フ ァ ル ヴァ の 合同派助祭か ら
報告を受けた総督府は､ ただちに彼 の 拘束をデブ レツ ェ ン参事会に命令 したo 6 月 12日にこ
の 書簡を受け取 っ た参事会は ､ おそ らくそ の 日の うちに エ ン ドレ - ディ の 逮掃 に踏み切 っ た と
思われ る｡ しか し､ 参事会が 6月 16 日付け で総督府に書き送 っ た書簡では ､ そ の前日に エ ン
ド レ - ディ が牢か ら出され ､ すで に市からも立ち去 っ た ことが記されて い た ｡ 経督の そ の後2
度にわた る命令 に対 して ､ 市が何も回答 しなか っ た ことか ら､ 10月 2 9日 ､ こ の件は国王 マ リ
ア - テ レジアお よび皇帝 ヨ - ゼフ 2世に報告された ｡ 激昂 した国王は ､ 3 つ の重大な罪(背教､
修道院からの 逃亡 ､ 正式な手続きを踏まない結婚すなわち姦通) を犯 した人物を匿い ､ 彼を引
き渡さなか っ たうえに ､ さらなる逃亡 を手助 けした ことに関して ､ デブ レ ツ ェ ン に事情説明を
命 じたB こ の 国王命令に対 して ､ 11月 6 日付けでデブ レ ツ ェ ン参事会か ら出された上申書は ､
非常に挑戦的なもの であ っ た ｡ すなわ ち､ 参事会は ､ 品行方正な人間が 自分の信念に基づ い て
改宗を望んだ こ とに何の罪もない と いうこと を福音書を引用 しなが ら論 じ､ エ ン ド レ - デ ィを
王国に引き渡すこ とがキリ ス ト教の 理念 に反するの だと い うこと を強く訴えた の であるo こう
したデブ レ ツ ェ ン参事会の 反抗的な姿勢 は､ 倍数の 自由の保持を主題と しながら､ それと同時
に ､ 王国に よる都市 - の介入 を拒否する意志を宣言するもの だ っ た の で ある｡ こ の こ とが ､ の
ちに宗教寛容令 を発布す ること にな るヨ - ゼ フ 2世をして ､ デブ レ ツ ェ ン に対する強硬な姿勢
を今後採 らせ るこ とに つ なが っ て い っ た の で ある｡ デブ レ ツ ェ ン 市政の徹底した統制を目的と
した最初の 王 国委員が国王 によ っ て任命 された のは ､ エ ン ド レ - ディ 問題の発 生からわずか2
年後 ､ 1 769年の ことで ある｡ そ して ､ 件の エ ン ド レ - ディ が逮捕され たの は ､ 王国委員の活
動が佳境を迎 えたときだ っ た の で ある｡ そ の聴取の なかで ､ ド モ コ シ ュ ･ マ
ー ル トン - の質闇
が頻出するの は ､挑発 的な 上申書の 主導者とみなされた当時の市首席書記で マ
ー ル ト ン の息子
であるラヨ シ ュ - の牽制が背景にあっ た ｡ その後 も王国に よる介入 の 強化に対 し強硬に抵抗 し
た ドモ コ シ ュ ･ ラ ヨ シ ュ は ､ 17 84年 ､ ヨ - ゼ フ 2世 によ っ て罷免 ､ 追放されたo エ ン ド レ
- デ
ィ は ､ こう した文脈の なかで ､ 王国による都市 - の介入 の ､ そ して ､ 都市による王国 へ の抵抗
の道具となっ た の である ｡
5
.
エ ン ドレ - ディ証言 の射程
エ ン ドレ - ディ ･ ヨ - ジ ェ フ の 証言は ､ 以上 の ような背景のなかに位置付けることができる
もの であるが ､ それにと どま らない 拡が りを内包 して い るo まず､ これまで 開,bを寄せられる
こ とが稀であ っ た背教 ( ある い はカ トリ ッ クか らの改宗) の 問題に ､ 焦点を当て る糸口 になる
と思われる｡ この 間題は ､ 再カ トリ ッ ク化や中央集権化 の推進と抵抗と い っ た問題とは対照的
に ､ いわば社会 の外縁部に吹き溜ま っ た個々 の 人物の ､ 個 々 の物語の 雑多な集 まりである｡ 人
物 ごとにフ ァイ ル され て ハ ン ガリ ー 総督府宗教関連文書 に収められて い る
一 連の背教関係文
書の研究は ､ 再カ トリ ッ ク化あるい は中央集権化の なかでもがき ､ しかも外縁に押 し込められ
た市井 の個人の人生を描き出すこ とが できるであろう｡
また ､ こ の エ ン ド レ - ディ の証言 自体が語 るさま ざまな事柄､ た とえば､ 修道院での 日常生
活 ､
y
軍政国境地帯や大平原で の逃亡生活 ､ あるい は合同派 の慣習な どに対する言及 臥 放浪す
るひと りの 人物の 目を通 して見喪当時の社会の ス ナ ッ プ写真を見 るような魅力がある｡ そ して
また ､ 改宗a)動機を物替るとき ､享彼 は ､ 肉体の放浪の背景に あっ た彼の心の放浪に目を向けさ
せる の で ある｡･それは ､ 療道士の衣服が気に入 っ たから改宗 した とか ､ 隠れて葡萄酒を飲んだ
こ と
苦悩
とが められた 三 とを苦に脱走す るだとか い っ た ことか ら､ カ ル ヴァ ン派を選ぶ に至 っ た
淡考 と帯 ら
の まえ陪､ 彼が身
景に押 し込
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れる愈
の でざ
/ヽた
る｡
｡ 彼の借僻 むと日常的環境が折り重なっ て展 開され る彼の
ン シ ル ヴ≠ ニ アや ハ ンガリ ー の政治的 ･ 社会的状況は､ 背
エ ン ドレ - デ ィ ･ ヨ - ジ ェ フ の 改宗 と放浪
翻訳文中の ゴ シ ッ ク太字は審問官 の質問､ 斜体はラテ ン語 o ハ ン ガリ ー 語の原文は ､ 末尾に
掲載するo
地名は ハ ン ガリ ー 語名､ 現在 ル ー マ ニ ア に位置するもの に つ いては､ 注に ル ー マ ニ ア 語名を
記載 したo
エ ン ドレ - ディ ･ ヨ - ジ ェ フ 略年表
1741年頃
1756年頃
17 60年頃から
17 63年頃
17 63年歌
17 64年3月末
1767年6月 12日
1771年
その後
トラ ン シ ル ヴァ ニ ア 北部ラ ー ポ シ 耳 で ロ ー マ ･ カ トリ ッ ク と して 生 まれ
る｡
約 3年間､ ラ ー ポ シ ュ でカル ヴァ ン派教師の もとで学ぶ ｡
約 2年間､ デ ー シ ュ の フ ラ ンシ ス コ会学校で学ぶ ｡
2 - 3年間､ コ ロ ジ ュ ヴア ー ル のイ エ ズ ス 会学校で学ぶ ｡
バ ラ - ジ ェ フ ア ル ヴァ で ､ 合同派バ シ リウス 会修道士となる｡ 15歳o
l回 目の逃亡 : バ ー ナ ー トで家庭教師､ 国境警備兵とな る｡
病を得て ､ バ ラ - ジ ュ フ ァ ル ヴァ に戻る｡ 許され ､ 修道院で療養｡
バ ラ - ジ ュ フ ァ ル ヴァ で彫刻を学ぶ ｡
釣 3年間､ .
コ ロ ジ ュ ヴア ー ル の印刷技師のもとで働くo
バ ラ - ジ ュ フ ァ ル ヴァ に連れ戻されるo
2回目の逃亡 :デブ レ ツ ェ ン - 行き ､ カル ヴァ ン派 - の 改宗を求める｡
ウィ ー ン - 行くが ､ 凍費が 尽きてデブ レ ツ ェ ン - 向かう｡
デブ レツ ェ ン に戻 るo
カル ヴァ ン派牧師の 立会い のもと､ チャ ト - ･ ジ ュ ジャ ソナと ｢私的な結
婚+0
釣3年間､ デブ レ ツ ェ ン市営印刷所で働 く｡
デブ レ ツ ェ ン市当局によ っ て拘束｡ 3日後追放｡
ナジクン シヤ ー グ の村々 を放浪､ ロ フ で受け入れられる
約2年間､ ロ フ の鐘楼に住み ､ 時計を直 して 生活する｡
ロ フ で - ヴ ュ シ ュ 県当局 に逮捕され ､ エ ゲル で聴取を受ける｡
不明
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エ ン ドレ - ディ ･ ヨ - ジ ェ フ の 改宗 と放浪
1 771年 6月 4 日 エ ゲル 背教者 エ ン ド レ - デイ ･ ヨ - ジ ェ フに対する聴取
いか なる名で ､ 何歳か ?
エ ン ドレ - ディ ･ ヨ ー ニ ク ､ い わゆる ヨ - ジ ェ フ ､ 3 0歳です o
どこ の出身か ?
トラ ン シル ヴァ ニ ア ､ [内] ソルノ ク県ケ - ヴア ー ル 地方 の ラ ー ポ シ ュ とい う小都市
10
の
ハ ン ガリ ー 人 の生まれ ですo
いかなる両親から生まれたの か ?
父 は ､ ユ ニ ン グの エ ン ドレ - デイ ･ フ エ レ ン ツ o ケ レ ス テ シ ュ 財務局直轄領 ､ 続い てキ
ュ キ ュ レ - ヴア ー ル 財務局直轄領1l､ さらに フ ォ ガラ シ ュ 地方 のオ ハ ー バ 村
12で代官を し､
内ソル ノ ク県の県判事も務めま した｡ 母 はル ドミ ッ ラ ･ マ ン ツイ ンです｡ しか し､ 父 はも
うか なり以前に 死に ､ 母 とは こ こ 6年間音信不通です｡
いかなる宗教に生まれたの か ?
カ トリ ッ ク の 父と母に生まれま した｡ しか し､ 幼い 頃に3年間ラ ー ポ シ ュ でカ ル ヴァ ン
派 の教師の とこ ろ - 通 い ま したo その後 ､ デ ー シ ュ
13で フ ランシ ス コ 会の庵室学校で幼児
教育を始めま した｡ 2年後 ､ コ ロ ジ ュ ヴア ー ル
14
- 行き ､ 初等学校に入り ､ 修辞学まで学び
ま したo 読み書き の初歩をリキチ ュ ･ カ ー ロ イ ､ 文法をゲ ー ツイ ･ ヤ
ー ノ シ ュ ､ 統辞法を
ボ ー イテ ･ ア ン ダ ル ､ 詩学をシ モ ト ヤ - ノ シ ュ ､ 修辞学をピ ー ロ ー ･ イ シ ュ トゲァ - ン
神父 か ら学び ､ その 間常に学寮で暮らしました｡
カ ル ヴァ ン派の 小さな学校を出たあとは ､ カ トリ ッ クに全く興味を持ちません で した｡
また ､ 実を申しますと､ 父もかなり･冷めたカ トリッ クで して ､ カ トリッ ク よりもカ ル ヴァ
ン派に礎かに共感を抱 い て い ましたo その 上､ 子供の
一 人をカル ヴァ ン派の 牧師に埋葬さ
10
Laposまたは Liposbhya =17 84 - S7年 の 国勢調査時の人口は ､ 516人 (Danyi Dezs8 由D如id Zolt hsz血
Az elso
-
m qgym r szdgin6pRZdmLdLds(1 7841)787),Budapest1 960･以下同):現在ル
ー マ ニ ア ･ マ ラム レ シ ュ 県 ト
ゥル グ ･ ラブ シ ュ (T arp Lapu!)｡
11 芯 地血18vir :当時 の人 口 8 4 5人 ､ 市場町. 現在ル ー マ ニ ア ･ ア ル バ県チ ェ タ
- テ ア ･ デ ･ バ/レタ (Cetatea
血 Ba旭)｡
12
ohaba :当時の人口 199人o 現在ル ー マ ニ ア ･ ブラ シ ョ フ 県オ ハ バ (Ohaba)｡
13 加 s : 当時の 人口 3 09 7^o 当時内ソル ノク県の 中心地の 市場PT. 現在 ル ー マ ニ ア ･ クル
ー ジ ュ 県デ ー ジ
ュ (Dqi)｡
14
K.lozsvar :当時 の人 口 12,6 03人｡ 現在ル ー マ ニ ア ･ ク ル
ー ジ ェ ニ ナポカ (ChjNapcca). 14 05年から王
国自由都市､ 17 90年から総督府が置かれた o エ ン ドレ
- デ ィがこ の町で学んだ当時に存在 した学校 臥 15 68
年に設立された ユ ニ タリア ン学校 (16世紀後半以来､ コ ロ ジ ュ ヴア ー ル はトラ ン シ ル ヴァ ニ ア
･ ユ ニ タリ
ァ ン の 中心であり､ 現在中央広場に あるカ トリ ッ ク ･ 聖 ミ ハ - イ 教会は､ 1566年に ルタ ー 派教会から代わ
っ て以降､ 17 16年にカ トリッ クに没収されるまで ､ ユ ニ テリア ン教会で あっ た)､ 16 22年設立の か レヴァ
ン派学校､ そ して ､ イ エ ズス 会学校で ある｡ イ エ ズ ス会 臥 16世紀以降トラン シ ル ヴァ ニ ア から受入､ 追
放を繰り返して いたが､ 1 660年 の オ ス マ ン軍 の ヴァ
- ラド占領にともない コ ロ ジ ュ ヴア ー ル に学校と共に
移 っ てきた ｡ トラ ン シ ル ヴァ ニ ア の ハ ブス プル ク化 ､ 再カトリ ッ ク化政策の進行に伴い ､ コ ロ ジ ュ ヴア
ー
ル のイ エ ズス 会学校は1712年に大学となる｡ 1 73年にイ エ ズ ス会がトラン シ ル ヴァ ニ ア､ ハ ン ガリ
ー か
ら追放された こ とに伴い 開銀され た学校 臥 17 76年ピアガス タ学校となる. 当時カ トリ ッ クであ っ た エ ン
ドレ - デ ィが通 っ た の は､ イ エ ズ ス会学校で ある｡ こ の 大学では ､ 当初から合同派の学生の教育も担 っ て
おり､ 後に証書にも登昇する ベ トル ･ バ グェ ル ･ ア
ー ロ ン ､ シ ル ヴエ ス テ ル ･ カ ヤ - ニ ､ グ レ ゴ リ エ ･ マ
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せた よう に､ それ をしばしば公 に しても い ま した . そ の葬式 の会食の際に ､ 父がカ ル ヴァ
ン派 の牧師に向か っ て ｢あなたは私 の司祭だ｡ と い うの もこ の ような [カ トリ ッ ク の] 修
運≠が､ 私 の と こ ろに来 ても､ 食 べ て飲む だけで ､ あなた の ような説教をや っ たこ と が な
い甲だか ら+ と言 っ た の を聞い た こ とがあり ますo こ の こ とは ､ 常に私 の 心 に残り ､ 私 は
ヵ トリ ッ クと距離をとりは じめま した｡ しか し､ 統辞法 を学ぶまで何も行動 を起 こすに は
至 らず､ 独 りで密か に苦悩 して い たの ですo ただ ､ そ の 頃ル
ー マ ニ ア 語を本やそ の他の方
法で学び始 めま した｡ また､ 灰 の水曜 日も彼 らのやり方に従 っ て過 ごしま したo また ､ 彼
らの教会で の礼拝にも､ 自分に打ち勝
- }こ とが出来たときだけ通 い ま したo
こ の ように､ 徐 々 に [ 合同派 の] 祭儀 にも行く ように なり ､ 日に 日 に気 に入 っ て い きま
したB そ して ､ すでに修辞学を学ぶ頃になると､ ル
ー マ ニ ア 人の 宗派 に加 わりたい と公言
するようにな りま したo こ の こ とを聞い た先述 の ピ
ー ロ ー と いう教授は ､ ｢お 宮虎 射 い
磨る鼻潜仁唐 a 哉 /J 脚 を盈蒙 古 の 如 と私 に言 い ま したo それ に対 して私 は ｢なぜ
なら､ カ トリ ッ クに対 してま?たく魂が惹かれない の です+ と答えま した｡ そ の後まもな
くバ ラ - ジ ュ フ ァ ル ヴァ15の ル ー マ ニ ア人主教 ペ トル ･ パ ヴ ェ ル ･ ア
ー ロ ン
16
に手紙も書き ､
宗派 にだけで なく ､ カ ル グリ修道士
17として も受け入れて もらえる ようお願 い いた しま し
たo それに対 して ､ 承藷の手枕も い ただきま したo しか し､ 出来るだけ早く乗り換えた か
っ たもの ですから､ さらに手紙 を書くな ど努力 をいた しました｡ カ トリ ッ クと して ある こ
とに完全に嫌気がさ して い ました の で ､ こ れに励んだ の ですo す
riて の手紙に返事をいた
だきま した｡ つ い には ､ 受入状を私に送 っ て こ られま した｡ こうして ､ 私は バ ラ
- ジ ュ フ
ァ ル ヴァ へ 行き ､ そ こ で 2 ケ月 ほ どの ちに法衣を与えられ ､ 入会儀礼な しで ､ 今後外 - 出
る こ と を許され ない 旨の 宣誓を行 い ､ [修道士 と して] 受 け入れ られた の ですo そ の と き
入会儀礼 を行わな い の か と問い ただ した の ですが､ そ こ で は法衣 を身 に つ けて入会儀礼を
執り行う+こ とは慣習で はない と答 えられ ､ 15歳の若者だ っ た ものですから [入会儀礼がな
か っ た こ とに] 大 い に悲嘆にくれたもの で したo そ の後 ､ 修道会の上長者がご[私 に] つ
らく あたる ようなこ とが しばしばありま した｡ - 例を挙 げますと､ 次の ようなこ とが原因
で した ｡ ラ ー ツ ‥ ヾケミクス ､ すなわち ペ - テ ル という名 の ル
+ マ ニ ア人生まれの 同輩と
ともに ､ 司教の館で こ っ そり と礼拝堂 に行き ､ 葡萄酒を 1･ 2 杯飲んだ こ とがありました ｡
そこ から戻るときに ､ [上長者に] ばっ たりと出くわ して しま い ､ ｢潜ま虎虎 ち 雌 の許〔
を得て中庭に いぇ のかJ､ と問い つ められま した｡ これ には､ ｢屠 の許L,ああクません+ と
答えた のですo しか し ､ 蔚tL, T, 最初､ 私たちは食卓でナイ フ もさ じも与 えられず､ 食
ヨ ルなどもこ こで学んだ｡
15
Bahizsfhlva :当時 の人 口 93 3人｡ 現在 ル ー マ ニ ア ･ ア ル バ県プラ
- ジ ュ (Bhj)o 17 37年から合同派司教
座 (フ ァガヲシ ュ 司教区) が置かれる (そ の前は1700年からジ ュ ラ フ ェ -
- ル ヴア ー ル ､ 172 1年 フ ァガ
ラシ ュ)｡ 1738年に は合 同派初等学校が設立､ 175 4年から中等学校も併乱 グリ ゴリ エ
･ マ ヨ ル ､ シ ル ヴ
ュ ス チ ル ･ カ ヤ - ニ ､ ア タ ナ シ エ ･ レ ドニ クらが教えた. 1 717年に′レ
- マ ニ ア語印刷所が つ くられ､ 18世
紀中期以降の トラン シ ル ヴァ ニ ア における ル ー ア ニ ア文化の 中心地とな った o 1 8世紀末からの合同派知織
人によるル ー マ ニ ア蕎 ･ ル ー マ ニ ア人 の歴史研究(いわゆる トラン シ ル ヴァ ニ ア学派)の 拠点となり､ 1 790
年に 臥 これらの 知殺人に より軒ラン シ ル ヴァ ニ ア東金に提出されたrワラキア人嘆願書+ (ハ ンガリ
ー 人､
ザクセ ン人 ､ セ - ケ イ人と同等に ､ ル ー マ ニ ア人に もトラン シ ル ヴァ ニ ア の 国教 - の参加特権を認 めるこ
とを求めたもの) もこ こで作成された ｡
16 p 血 PavelAron(170 9-1 764):1 752年から1 764年まで合同派司教｡
17 カ ルグリ修道士 (払l喝er, E blugyer): もとは ､ 高位 の正教修道士 の敬称で あ っ たが､ の ちに正教および
合同派の修道士の 一 般呼称 となっ た｡
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事をする 手段が なか っ た の ですが ､ 彼は ､ ｢お i虎 度 ち食 べ磨 い の 如 と問うて きた の で
すD 結局 ､ 3 回の 膚密を罰 と して命 じられま した D それは つ まり ､ 食堂の 中央で ､ 食卓の
脇に立 っ て ､ 3 回床まで拝礼する とい うもので した｡ 私は ､ 特にそれが私 の教え子 の面前
だ っ たため､ 蓋恥心 から､ 食卓の 脇に立ちあが っ て ､ そ の まま私 の部屋 に上が っ て しま っ
たの です｡ 前述 の 同輩も私に続きま した｡ こ うして ､ 2 人とも空腹だっ たもの ですか ら､
近隣の小さな村 の ル ー マ ニ ア人司祭のもと - ､ 共に食 べ に行きま したo 帰宿 した後も ､ 子
供たちを教えなが らも ､ 食堂 - 行く こ とは 3 日間た めらい ま した｡
こ の ため､ 私たちは自らを辱める こ とを望んで い るの か と､ 上長者がその後伝えてきた
の で すが､ それが ､ 私たち自身 の教え子を介して言 っ て きたもの ですから､ 返事をせずに
[使い の 子供を] 返 したの ですo こ うして激昂 した上長者は ､ 夕方､ 私たち 2人を自分の
もとに呼び つ けま した o そ こ で ､ 1 人の世俗の 農奴 の前で ､ 私たちは自らを辱 める こ とを
望んで い るの かと､ 再び言 っ た の です｡ これに対 して私たちは ､ 修道士 の 同輩の前で あれ
ばいか なる罰も受けるが ､ 世俗の者の前で はその ようない われはない ､ と答え､ そ のまま
[上長者の] 部屋 から出たの です｡ すると､ [上長者の] 命令を受けた ハ イ ドゥ
- 18が待ち
構 えて おり ､ 私 たちを捕えて ､ 夜､ 通りを横切 っ て ､ 司教の 館に ある平民の 牢獄に ､ 世俗
の 盗人や ジプシ ー たちの 間に ､ 私た ちを放り込んだの ですo
こ の 屈辱に ､ 私たちも大い に憤りを覚え､ 何か手段をこ うじる かわりに ､ 逃亡 しようと
誓い合っ たの です｡ ただ ､ そ の ときは何もできませんで したの で ､ 保釈されて からの こ と
で したが ｡ そうして 3 日目､ すなわち先に申 しま した罰が終わ っ て牢獄から出たとき に､
上長者 - の服従と更正 を誓う書面を書いた のですo しか し､ そうせざる を得なかっ たため
に ､ そうしただ けなの ですo その後 ､ l週間静かに しておりま したo
その 間 ､ 私たち2 人とも教育の 場から締め 出され ､ 私は配膳係 にされたの です｡ こ のた
め ､ 各部屋に近づく こ とができましたの で ､ 世俗の 服を手 に入れる こ とができま した｡ こ
れに袖を通 し､ 修道士 の 衣服 は暖炉に押しこ んで ､ 共に逃亡 したの です｡ こうして ､ 物乞
い書きをつ く っ て ､ バ ー ナ ー ト
l'
- 向か っ たの です｡ そこ で ､ しばらく の間柑々 を転々 と
しながらテメ ジ ュ ヴァ - /V20やメ ハ - ディ ア
21
まで放浪したの ですo 私 の 同輩[上述 の ラ ー
ツ ･ ペ - テ ル] は､ メ ハ - ディ アで郵便配達人になり､ 私 は､ ヴア ン チヤ ･ ペ
ー テ ル と い
う名の ル ー マ ニ ア人の [国東瞥傭兵 の] 隊長に連れ られて ､ その子供たちが い るジ ュ ツ バ
ル ニ ク22と いう村に行きま した｡ そこ で 4 ケ 月間家庭教師として働きました o その後､ プ
18hai血 : こ こ で言われて いる ハ イ ドゥ
- は､ 16世紀末から特権を与えられて ハ イ ドゥ - 町を形成した集団
の ことではなく ､ 県や直轄僚代官 ､ あるい は私領主や都市､ 市場町 ､ 教会などに雇われた下級武装役人の
ことである｡ トラ ン シ ル ヴァ ニ ア では ､ ゴ ル ニ コ (gomic) と呼ばれる落合もある.
1'B血血 :171各年 の バ ッサ ロ ヴイ ツ条約でオ ス マ ン支配下からハ ブス プル ク支配下に入るが､ トラ ンシ ル
ヴァ ニ ア侯 臥 ある いは ハ ンガリ ー 王国に統合される ことはなく ､ テ メ シ ュ
･ バ ー ン シ ヤ ー グ (Te m esi
Bansag) と いう呼称で11管区からなる軍政直轄地とされるQ 1741年には, 南部 3管区が軍故国境地帯とし
て再編されたの ち､ 残り の 8管区は177 客年に ハ ンガリ ー 王国に綻合された｡ バ
ー ナ ー トの 軍政国境地帯は
1873年に廃止され ､ 王国に統合された.
20 Te mes vdr :当時の 人 口 8,S68人｡ 現在ル ー マ ニ ア ･ テ ィ ミ シ ュ 県テ ィ ミ シ ョ アラ (T h i亭Oan)｡ ′i
- ナ -
トの 中心都市で ､1716年に ハ プス プ ルク軍によ っ て占領されたの ち､ 1751年まで軍政直樺地であ っ た｡ 17別
年には王国自由都市特権を得てい る｡
21M dhadia :現在ル ー マ ニ ア ･ カラ シ ュ - セ ヴェ リ ン県メ ハ デ ィア (Mehadia)｡ ワラキア公国との 国境､ ド
ナウ川に近い渓谷沿い に位置する軍故国境地帯の村｡
22zs upp血血 : メ ハ
- デ イ アか ら65km ほ ど北にある村ジ ュ ッ パ (Zsuppa､ 現 ル
ー マ ニ ア ･ カラ シ ュ = セ ヴ
ェ リ ン県ジ ュ パ Jupa) を指すと思われる.
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軟 山晋喜
ラ ー ユ シ ュ (Plajus) つ まり国境警備兵に なり ､ 5 ケ月 間を過 ごしま したD そ の 間に私 の 同
輩 臥 私 に別れ甲挨拶を して ､ トル コ
23に去 っ て い きま した.
私の ほうは と言えば ､ 病気 のた めに除隊 し､ トラシシ ル ヴァ ニ ア に帰り ま した｡ 道半ば
で発作を起こ すな どしなが ら､ 別 の意味で勇気を振り絞 っ て ､ バ ラ - ジ ュ ク ァ ル ヴァ の 修
道院に戻 っ たの ですo そ こで は ､ 俄悔の後 ､ 私を受け入れてくれま したが ､ まもなく レ メ
テ と い う名の 修道院に治療 のた めに送 られ ま したo そ のう ち､ 病気 か ら回復 した後 ､ ム シ
ナという名 の別 の修道院に移しか えられま した｡ そ の後 ､ そこ の カ ル ゲリ修道士 の許 しを
得て ､ そ こ か らオ ハ ー バ - ､ カ ル グリ の法衣を着て母を訪ねま した｡ 母は ､ 私が村の修道
院に い る こ とを不満に思 い ､ バ ラ + ジ ュ フ ァ ル ヴァ の 司教の もと - 出向き､ 私 の意に反 し
て そこ に [バ ラ - ジ ュ フ ァ ル ヴァ の修道院に] 私を入れ させ たの です｡ ただ ､ そ?ときに
はもう本当の バ シリウ ス 会修道士
24
で は なく ､3分の 1だけ許容された の です25｡そ のた め ､
自分の机も､ 自分の部屋もなく ､ 普段は炊事場で ､ たまに家畜小屋やそ の他 の場所で寝た
のですo その 頃に は ､ もう恐怖心が私に とり付 い て い ま した｡
しか し､ そ の うちに ､ 図画と彫刻 ･ 版画 に傾倒しま して ､ サ ン ドウイ とい う名の ル - マ
ニ ア人文字彫刻師の もとに出してくれま して ､ そ こで 9 ケ月 ほ ど学びま したo そ して ､ ポ
ー ラ ン ドの バ シリウス 会修道士 甲なかに有名な文字彫刻師がい る ので ､ そ こ - 行 けるよう
願 い 出た のです｡ そうすれば､ 修道会のた めにもなり､ また､ 私 もより多く学ぶこ とがで
きる ､ と｡ そ こ - 行く こ とは許されなか っ た のですが､ コ ロ ジ ュ ヴア ー ル の パ ー/レディ ･
イ シ ュ トヴァ - ン とい う名 の , 今は亡 きカ ル ヴァ ン派 の 印刷技師の もと
▲
- 行く こ とに なり
ました o そこ で 3 年間学びながら ､ 折に触れて バ ラ - ジ ュ フ ァ ル ヴァ - も通 っ たの ですo
そ して ､ 努力 したか い があ っ て ､ 日 に 日に評判を得 る ように なり ､ セ ベ ン
26
の メ リ ンガ 一
男爵の館で ､ 助祭に任 じられ もしま した｡ しか し ､ こ の こ とをも妬む着た ちがお りま して ､
私が コ ロ ジ ュ ヴア ー ル で 肉を食 べ たとか ､ 踊 っ たとか という風評を流して ､ 司教の私 に対
する信頼を失わせたの です｡ 日に 日に私 に対する監視が厳 しくな っ て いき ､ 厳しい 叱責の
手練が送られるようになりました ｡ それ に対 して は ､ 私も より痛々 しく ､ バ ラ - ジ ュ フ ァ
ル ヴァ の鹿道院と聖職者 の惟倖や ､ とく に [修道院の] 建物 の倒壊に つ い て [訴 える] 手
紙 を返事として 書き送りま した｡ 司教は これ に対 して さらに立腹 し､ 突如 ､ コ ロ ジ ュ ヴア
ー ル からバ ラ - ジ ュ フ ァ ル ヴァ に連れ戻され ました｡ そ して [司教] 自身がつ ぎの ように
私 を叱責しま したo r.宙ま虎 ぼ粛PL- ち の予J野邑 つ か凌 い ご t をL･ てW ユL で< れるo 粛 舷お
宮虎 碓 鮮紅虐 ど輿廉ぼ唐ケ.o むZ, ち, お宮度 磁 すべ て教燃やきせ て L, 夏わ唐 伽 ぼ
磨ら凌い tノ穿っ て い るo+
こうして ､ 束る､日も来 る 日′もただ責め られ ､ 悲
しみに沈 ん で い ました ｡ つ い には ､ コ ロ
ジ 土 ヴア ー ル で娘 の とこ ろぺ通 っ て いた か の ような こ とまで言われ ､ 苦悩がさらに増 して
い づ潅 の ですo と いうの も ､ - - 方で ､ 印刷所で働かねばならなか ･;た のですが､ 他方で ､
外 も､ 葡萄畑に茸ち寄る こ とも ､ 外部の 人と交流する こ とも､ 葡萄酒を飲む こ
23 歩
ほ
25
ア ･才ミル カ ン の 薩う
m d: 定数 の パ シ
の
｡
逮
26-
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時
た とい う意味と思われる｡
ス修道会が､ 教会合同後 ､ トラ ン シ ル ヴァ ニ ア と ル テ ニ ア におい て
られ密か っ たと いう意味で あろうが､ なぜ 3分 の 1な のかは不明｡ また ､,徳
2
,
3 1
級 と の関係も明瞭で陳ない｡
ル ー マ ニ ア ･ シ ピ ケ(Sibiu)6 ノ 13世紀以来､ 王国自由都市として
エ ン ドレ - デ ィ ･ ヨ - ジ ェ フ の 改宗 と放浪
とも許されなか っ たの です o そ の うえ､ 生きて い くため に ､ 肉凌食 べ る こ とは望まない ま
でも ､ せ いぜ い牛乳を使 っ た食事をとる こ とが できるだけの生活費を､ 司教に願 い 出たの
ですが ､ 次の ような慰 め の言葉 を得た のですo ｢威
■
ばお ま虎 に全店者唐ど与点 か 'o+ これ
ゆえに､ 私は ､ 司教の 個室 で気を失い か けながら床に突っ 伏 して しま いま したo 時計にま
で 八 つ 当たり をしなが ら､ ル ー マ ニ ア 人に なっ た こ と を
27呪 っ たの ですD すると ､ 司教 自
身が私を助 け起 こ しながら､ ｢粛成 厳存 瀞 ､ゞ PL
- 夏irぼ やきL,ケー のP-
-
-
] と言 い ま
した｡ こ う言われて ､ 私は部屋か ら出されま した○ [司教] 自身 は ､ すぐにア タナ シ クス
28
と いう名の聴罪司祭の もと - 行き､ 以下 の ようなこ とを私に書く ように と命 じました｡ つ
まり ､ 今後､ 粗末なパ ン と水の み で滞足す る こと ､ 司教が命じない 限り生活費を要求 しな
い こ と｡ 拒否する こ とは できなか っ たものですから､ これに署名したのです｡ しか し､ さ
らに大きな苦痛は ､ 修道院で の 2 つ の階級の うち､
一 方は牛乳の 入 っ た食事が与 えられ る
の に対 して ､ 他方はただ油が入 っ て い るだ けで して ､ 私は後者に属 して いた ことで したo
そこ [バ ラ - ジ ュ フ ァ ル ヴァ の 修道院] の規律が厳格で ある こ とはウィ
ー ン でも知られて
い る こ とで して ､ 私 の最初の逃亡 の前に ､ シ ル ヴ ュ ス テ ル ･ カヤ
- ニ とグ レ ゴリクス ･ マ
ヨ /V
29という名 の 2 人 の バ シリ ウス 会修道士 が皇帝陛下 の もと - 直接嘆願に行 っ たこ とが
ありま した｡ こ の ことが､ 私と私 の 同輩を [最初の] 逃亡 - とかりたて たの ですD
た しか に ､ ｢哀れな エ ン ドレ - ディ よ ､ 今の 君 の 困難で は､ 逃 げ出したとして も､ なに
も失うもの はない だろう+ などと言 っ て
L
､ 私の こ とを しばしば哀れん でくれる者もありま
した｡ 司教の聴罪司祭アタナ シクス 自身も､ 復活祭の際に小麦 の 間を歩きながら､ も し逃
げた い の で あれば､ こ こ に [小麦畑 に] 隠れる こ とができ る､ な どと言 っ ておりま したo
私 は ､ 驚博 しなが ら､ また差恥心 にか られなが ら彼 に感謝し ､ ｢そうな ると思 い ますo た
だ､ それがい っ に なる の か は ､ わか りませ ん+ と言 い ま したo 食卓に つ い た彼は ､ 葡萄酒
で私 をもて な しながら ､ ｢鹿愛な石兄弟よ 飲み度 夏,io 慶 しむ の で ぼ か
､
o こ の慶潜賓
で統 衝薪瞥彦併 む虐めiL
- 邑あ唐虎 の愛を伴 っ て粛で い 石 のだか ら+ と青い ました｡ これ
に対して私は ､ ただ､ ｢辛yヌ Fが 瀞 のHT5iL
- 屠れる まTl 度t 虎解餅の 中であ､ 虎とJi廉
の 中でg,､ 虎と,i鹿茸好の 中で邑､ 粛l=あ令 勝 彦溜 劾 楊 a の で列 とだけ答 えま
した｡ する と､ 彼は, ｢まだ辛 yス Fifあ磨虎の愛の あとi=弟ゎ か
､のか7+と問い ましたo
私 は riガ で11 と答えま した｡ 私は問い ましたo ｢兄弟居 ちよぎ っ で<ガきい ､ 題魂ir
と っ て裾ガj
t
E L･ い 登 象牙唐 の です剖 ､ とo 皆は笑 っ て ｢それ ぼまだ紛ら か 1J と答えま
した o こ うして ､ 再び私が悲 しみに沈むと､ ただ次の ように慰めたの ですo ｢g･L,本尊Ir
彦L,ん で いる の であれ ぼ 虎 L, て鮮やかl=ぼ磨ら か '哉+
こ の ようなことに終わりが見えず､ 私 のやりきれない人生の 良き出口を見つ けられな い
ため､ 神に熱く哀願 したの です｡ も し呪われて い る ので あれば､ 私は何をなすべ きなの か ､
と｡ 祈りの終わり にさ しかか ると､ 耳が聞こ えなくなり ､ 鼻か ら､ 口から血が流れ出て き
て ､ 体の中で燃え上がるもの を感 じたの です｡ まるで誰か が ､ ｢行く
べ きだ｡ もし今行か
ずに ､ 時が過ぎて行けば､ 機はもう到束せず､ 永遠に 呪われ つ づ けるだろう+ と言 っ たか
のように｡
トラン シ ル ヴァ ニ ア ･ ザクセ ン人自治 の中心であり､ 1790年まで トラン シ ル ヴァ ニ ア総督府が置か れたo
27 合同派に改宗した こ とを指す｡
28Ata 血aSieRednic (172 2-177 2):17 6 5年から172年合同派司教｡
29 血 goreMhior(17 15-1785):1 772年から17 82年合同派司艶
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そ こ で ､ 私は膝 から崩れ落ちなが ら､ 何 をす べ きなの かに つ い て ､ つ い に神 から御徴を
いただけるの で はない か と請うた の です D 特に最初 の逃亡 が うまく い かなか っ たと い うこ
と も頭に よ ぎりましたが ､ 燃 え上 がる感覚がお さまらず二[修道院の] すべ て の者が教会
にい たときに ､ より自由で より勇気 を奮い起 こ せる機が到来 した の です｡ そこ で ､ もう私
を目にす る こ とはな い と の伝言 を 1 人の 子供に残 し､ [修道士 の] 名録 と詩篇のみを携え
て ､ 薮の中で脆きながら､ 何をす べ きなの か ､ 夜まで神に祈り つ づ けたの です｡ しか し ､
煩悩が消 える こ と なく ､ さらに歩を進 めま した o 3 日間にわた る空腹と渇き の旅 のすえに ､
テ ヴイ シ ュ
30
の パ ウロ 会修道院にた どり着きま した｡ こ こ で ､ 上長者に私 の苦闘を話 し､
気を落ち着か せ るような導きを求 めたの ですo しか し､ ただ､ 戻 る べ きだと いう以外 ､ 何
の 忠告も与 えて くれなか っ たの です｡ 翌 日 ､ 宿を与 えて くれた こ とに感謝 し ､ さらに旅を
続けま した｡ 機が熟すまで森に潜みながら､ . そ の後も ､ しばしば断食を繰り返 しながら､
デブ レツ ェ ン に着くまで ､ こ こ そこ の村々 を避けながら進んだ の ですo そ の前 [デブ レツ
ェ ン に着く前] に ､ あるル ー マ ニ ア人 の 司条の もと に立ち寄り ､ 逃亡 中で あるこ とを言 い
ま したが ､ 彼は 正教徒で あ っ たため､ 毛皮でできたずだ袋を私 に与 えま したo これで ､ 私
は物乞い を して歩いて い る の だと言 える ようになりま した D そう して ､ ラン ペ ル トとい う
村では ､ これ と名録の おか げで ､ 通行証がな い にもかか わらず､ ハ イ ドゥ
- たちをやり過
ごすこ とができたの です｡
デブ レ ツ ェ ン に は ､ 夜中に ､ バ シ リウス 会修道士 の 衣服で入り ､.最初 に ､ ま っ すぐカ ル
ヴァ ン派大学 - 行きま した o そこ で ､
- パ ブ ･ ミ人 - イと いう名 の学生長
31
の もと - 出向き
ま した｡ そ して ､ 自分が逃亡 バ シ リウス会修道士で あるこ と､ しか しながら内面はすで に
昔か らカ ル ヴァ ン派で ある こ と､ そ して今や改宗する こ とを望んで い る こ とを申しま したo
しか し､ 彼は ､ 私と関わりを持ちたく なさげに しながらも､ そ こ に いる こ とは許 しま したo
という の も､ た とえ力ずくでそ こ か ら追い 出されようとも､ そう [カ ル ヴァ ン派に] なる
だろう ､ と､ 私カミ言 っ たか らで した o こ れまで着て いた服 を解きほ ぐし､ 翌 日には ハ ン ガ
リ ー 服 に着替えさせ られ ました｡ 外 出しながらも､ 神学校に 4 週間ほ ど滞在 し､ そ の後､
市内にたぶ ん 2 週間おりま した. そ の間に ､ ドモ コ シ ュ ･ マ ー ル トン首席判事閣下
32
の も
とにも出向きま して ､.
バ シリウス 会修道士だ っ た こと ､ 逃亡 して きた こ と､ かねて より の
熱望に よりカル ヴァ ン派に なりた い こ とを申 しま した｡ それに対 して ､ 彼 は ｢おまえは ､
国から出るの がよ いだ ろう+と言 い ､6 マ - リア - シ ュ
33
を与えて ､私を立 ち去 らせま した｡
同様に ､ タタイ ･ フ エ レ ン ツ氏や ､ そ の他の 人の とこ ろ - も行きま したが､ 私が抱えて い
る事情を知っ た人たちは ､ そ こ [デブレ ツ ェ ン] か らも､ 国か らも出て行く こ とを勧め ま
した｡ タタイ ･ フ エ レ ンツ氏 ば ､ 外套を 一 着ください ま した｡ こ うして ､ ウィ
ー ン - と行
っ たの ですo そ こからさら紅旅 を続ける意志がありましたが ､ 旅費が底を つ き ､ もと来た
道を戻りま した｡ これは ､ ドモ コ シ ュ ･ マ ー ル トン閣下 の次の ような忠告に従 っ たのですo
っ まり ､ 彼は ､ も し私が国か ら出る ことがで きずに帰 っ て来れば､ 彼が私 の面倒をみ る こ
30T8vis :当時の人 口 8 39人､ 現 ル ー マ ニ ア ･ アノ レ く県テ ユ シ ュ (Tdn!)｡
31
sze niQr :デブ レツ ェ ン ･ か レ ヴァ ン派大学の寮 ､ 学校法廷 ､ 学生火消などの 自治組織が' 学生長を中心
とする学生によ って運営された｡
32
DQ nOk.sMdrt(m (1 697_1764):17 2 5年からデブレツ ェ ン首席書記､ 17 3 5年から1764年まで首席判事｡
33
m 血 由 :18世紀中頃から185 6年まで涜通 した銀 乱 20クライ ツ ア ー ル (3分 の 1 フ ォリン ト) 相当｡ イ
エ ス を抱いた聖母 の刻印があるため､ こう呼ばれた ｡
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と ､ それ はこ の 土地が彼 の もや で あるか らだ ､ と言 っ て ､ 私 を立ち去 らせたの ですD 要す
るに ､ ｢お まえは ､ こ こ に もい る こ とが できる の だ+､ と o
こ の旅 の 間､ カ ル ヴァ ン派 の 教師や牧師とめぐり合 っ たと きに は ､ 自分 の こ とを か レヴ
ァ ン派と して名乗 り出て ､ 生活費を持たずに暮ら して い る こ とを訴 えて､ そ こ こ こで 皿や
さ じに彫刻しま したo ウィ ー ンか らデブ レ ツ ェ ンまで の復路は ､ た い て い か レヴァ ン派 の
村 を探しなが ら旅 しま した｡ デブ レ ツ ェ ン に着くと､ もう結婚 の ことを考えるようになり
ました o というのも ､ そ う しない と生きて い けない と考えたか らですo 今の妻の こ と ､ そ
の 人となりは ､ コ ロ ジ ュ ヴア ー ル ですで に知 っ て いま した ので ､ 彼女に手紙を書きま したo
私 はデブ レツ ェ ン に いてすでにカ ル ヴァ ン派で ある こ と､ も し私と共に生きるこ とを良し
とするならこ こ - 来る ように ､ 妻に迎える ､ とo その か い あ っ て ､ しばらくする とや っ て
来 ました｡ 彼女は ､ 少 しの 間､ レプ シ ェ ニ 夫人と いう名のすで に亡くな っ た婦人 のもとで ､
女中と して住み ､ その 間に ､ 私は ､ か レヴァ ン派監督タタイ ･ フ エ レ ンツ の もと - 通 っ た
の ですo 彼が私たちの結婚式の段取りを つ け､ 最終的に ､ デブ レア ユ ニ ･ ヤ
ー ノ シ ュ とい
う名のカ ル ヴァ ン派大執事が私たちの結婚式を執り行 い ま した｡ その 後､ 最初は コ ロ ジ ュ
ヴァ - リ ･ ダ ー ヴイ ドとい うカ トリ ッ ク の人物 の もと に無償で ､ 次か らは有償で ､ ツ ェ グ
レ ー ド街 区の サ ト マ - リと いう名の カ ル ヴァ ン 派の もとに ､ 続い て チ ョ
- カ ･ ミ ハ ー イ ､
べ ッ シ ェ ニ ュ イ ･ ヤ ー ノ シ ュ の 家で ､ 市の首席判事が私 を捕えて牢獄 - 入れるまで ､ 奉ら
しま したo そ こ [牢獄] か らは ､ 3 日目の午後に保釈されま した｡ 市 ハ イ ドゥ - 長官
34は ､
ただ適を指 し示すの みで ､ 私 は ､ 自分の 置かれた立場を自ら気 づく よりなか っ たの です.
翌 日には ､ 荷馬車 に乗 っ てカル ツ ア グ
35 - 行き ､ そ こで たぶん 1 週間ほ ど滞在しましたo
そ こ からカバ
36
- 行き､ そ こ に妻を残 して ､ 私自身は [私たちを受け入れてくれ るような]
勇気の ある地を探 して べ - ケ - シ ュ 県 - 向か い ま した o ただ ､ そうした土地が見 つ からな
か っ たの で ､ [カ バ -] 戻 りま したが ､ 妻がカ バ か ら追い出されて い ま して ､ カ ル ツ ァ グ
で見 つ け出すことができま した｡ しか し､ そこ か らも1 ケ月 ほ どで立ち去らなければなり
ませんで した o 私はク ン - ジ ェ シ ュ
37
- と行きま したが､ そこ で も残 る こ とができません
で したの で ､ すぐさまデル ジ ュ
38
- と行きま したo そ こで は せ いぜ い 1週 間滞在し､ マ ダ
ラ シ ュ
39
へ 行きま したo そ こ で冬の 大半を過 ごし､ 春にケヴイ
40
-
､ ケヴイ から マ グラ シ ュ
へ 戻り ､ さらに マ グラ シ ュ か ら再びケヴイ - 行き ､ そ こ に残りたい と思い つ つ も ､ それが
許される こ とはありません で した｡ その ため ､ ロ フ
4l
- 行き ､ そ こで 時計技師と して鐘楼
に住みなが ら､ 2年ばか り過 ごしたの です｡
誰の許 しを得て結婚を執り行 っ たのか ?
カ ル ヴァ ン派 の監督タタイ ･ フ エ レ ン ツです｡ というの も ､ 彼がデブレ ツ ユ ニ とい う名
の カ ル ヴァ ン派大執事に命 じたからです｡
34 strazsan ester :市替視長官｡ 当時デブ レツ ェ ン に 20人 い た市 ハ イ ドゥ
- の 息
35 E 肌 ag: 当時 の人 口7,2 36人､ ナジ
･ ク ン自由都市. ナジ ･ ク ン シ ヤ ー グの 中心都市｡
36Kaba :当時の人 口 3,691人 ､ 領主市場町o
37 Knnhegyes :当時 の人 口 3,0?5人､ ナジ ･ タ ン町｡
38Tis2aderzs :当時 の人 口 813人 ､ 農奴村｡
39K m adBLra S: 当時 の人 口 3,72 7人､ ナ ジ ･ ク ン 町 ｡
40T血 bveまた は T血b vi: 当時の人口 3,97 1人 ､ ナジ ･ タ ン 町｡
41Tiszaroff:当時の人 口 1,626人 ､ 農奴村｡
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どこ で蘇沖 したの か?
シ ヤ
ー ム シ ョ ン と い う名 の 粁2ですo デブ レ ツ ェ ン か らそ う遠く ない とこ ろ ですo
とい うことは ､ デブ レツ エ ンで ではな い のか ?
は い ｡ しか し､ デブ レツ ェ ン の 2 組の 夫婦 と住民が 同席
い た しましたo それ は､ コ ロ ジ
ュ ヴァ - リ ･ ダ ー ヴイ ドとボル ドグですo
なぜデブ レツ エ ン で はなか っ たのか ?
デブ レツ ユ ニ 氏 の言うこ とで は ､ なに か問題が起こ つ た とき
の ために ､ と の ことで したo
こ のとき にも彼 は ､ 結婚式 の後でデブ レ ツ ェ ン か ら出て行く よう､ 私
た ちに勧 めま した ｡
っ まり､ シ ヤ ー ム シ ョ ン では ー 誰が宣誓を執 り行 っ たの か
?
そ こ の シ ヤ ー ム シ ョ ン の牧師ヤ ン キ
･ ペ - テ ル が行 い ､ マ カ村の牧師 クリ ン
･ デメテ ル
が同席しま した｡
どこで行 っ たの か?
牧師の家です｡
なぜだ?
なぜなら ､ デブ レ ツ ェ ニ
･ ヤ ー ノ シ ュ 氏が ､ [こ の結婚式は] 府鯵の あので しかな い の
だと書いて いた からです｡
蘇矧 こ際 して , おまえたち自身 を､ いか に して証明 した
の か?
前述の デブ レツ ェ ニ 氏が証書をしたためて くれま して ､ それを手に
して ､ 宣誓しま した ｡
そうで あるなら ､ デフ レツ エ ニ
r ヤ ー ノ シ ュ に対して - 慣習 に従 っ た結特に あた っ て , い
かに して おまえたち自身を証明 したのか ?
妻は ､ 自分が自由民で あり ､ 生まれなが らのカ ル ヴァ ン派で ある旨
の証書を､ コ ロ ジ ュ
ヴア ー ル か ら持 っ てきて お りま した｡
その証着lまどこ に あるのか ?
ヤ ン キ ･ ペ - テ ル の と こ ろに残 してきま した｡
なぜ彼女に はその ような証書を持 っ て くるような理由が あっ た のか
?彼女自身の証言で は､
単におばを訪ねて 来ただけだというの に
43
｡
その 前に ､ コ ロ ジ ュ ヴァ → レの パ ー ルデイ 氏に私は手紙を書いて い まして ､ 彼
を通 して ､
42 bj･血 血 虚血 :デブレ ツ ェ ン の北東 郎 km に位置す
るデブレ ツ ェ ン の農奴村o
伯 正 ン ドレ - デ ィ自身に先だ っ て行われた聴取で ､ 妻チャ ト
- ･ ジ ュ ジ ャ ン ナ は ､ エ ン ドレ - デ イと結婚
するためにデブ レツ ェ ン に来た こ とを否定して い る｡
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結婚に つ い て [彼女に] 伝えて もら っ た のです ｡ これ に対 して ､ [彼女が] 答 えるに は ､
私 の もと - 嫁 ぐこ とはで きない ､ と｡ しか し､ そ の後 [デブ レ ツ ェ ン に] や っ てきた とき
に は ､ [や は り嫁ぐと のコ 返答を携えて ､ また ､ 自由民で ある 旨の 証書も持 っ てきた の で
す｡
その 証書は､ だれが書 いたもの なの か ?
マ ロ ジ ュ ヴア ー ル の大執事 シ ョ ー シ ュ ･ フ エ レ ンツで すo
おまえは , 結婚の前に ､ 洗礼の 記録でも っ て 自らを証明 したの か ?
い い えo というのも ､ 持 っ て こ なか っ た からですo それに ､ デブ レ ツ ェ ンで も､ 誰も私
からそれ を求め る こ とは ありませ んで したo ただ ､ 何か しらの放蕩な品行が､ 結婚の 掛ヂ
にならない か ､ と いうこ とだけが問われま した｡ こ の こ とに つ いて は､ コ ロ ジ ュ ヴア
ー ル
から､ ノi- ルデ ィ ･ イ シ ュ トヴァ - ン という名の 印刷技師が証明 してくれま して ､ それ は ､
デブ レツ ェ ニ ･ ヤ ー ノ シ ュ 氏に渡しま した｡ そこ に は ､ 私 の 出生が貴族であり ､ 何らの 不
道徳な振る舞い に身を染めたこ とはない こ とが､ 書かれて おりま したa
何回､ どこ で告垂割こついて 公示 したの か ?
- 度も してお りませんo
なぜだ ?
なぜ なら､ デブ レツ ユ キ が､ これは内藤の あので ある旨､ デブ レ ツ ェ ン から書いて よこ
して いたか らです｡
で は, こ う したこ とを公示す るのが慣習ではない のか ?
事情が違うの です｡
なにゆえに , デブ レツ エ ニ はそうするよう指示したの か ?
なぜなら､ シヤ ー ム シ ョ ン の牧師が､ そうする以外望まなか っ たか らです｡
というこ とは､ それ以前に ､ 結婚の件に つ いて ､ シヤ ー ム シ ョ ンの牧師のもとに出向いて
いたのか ?
も`ちろんです｡ ただ､ デブ レツ ユ ニ の指示書を持っ て行 っ ただけです｡ これは ､ 印章が
押されて いて ､ 私 の こ とを正真正銘のカ ル ヴァ ン派と して ､ 自由民として取り扱う よう書
い て ありました ｡ しか し ､ 私が結婚を執り行うように頼み こ ん でも ､ [そ の ときは] 無駄
で したo シヤ - ム シ ョ ン の 牧師は ､ デブ レ ツ ェ ニ に手紙 を書いて ､ 自身の 身の安全を保障
するよう求めま した｡ 彼は ､ こ の手紙を､ 私に対 して も読み上げました｡ こういう事態に
な っ て ､ デブ レツ ェ ニ は ､ 彼 [シヤ ー ム シ ョ ン の 牧師] にさらに手続を書いて ､ 彼 [シ ヤ
ー ム シ ョ ン の牧師] が結婚式を執り行うこ とを指示 し､ ただ ､､ これが 欄 の邑
ので しかな
い こ とも付 け加 えました ｡ こ の手練も ､ 事前に読んで 聞か されま した｡ 私 の名前ア ル ベ
ー
ル ト (というのも ､ 私 には ､ ヨ - ジ ェ フ という名 に加 えて ､ ア ル ベ ー ル ト､ ジ ェ ル ジ､ マ
ー ル クとい う名もある の です) と､ 妻の名前がそこ に 書き記して ありま した｡ こう して ､
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シヤ ー ム シ ョ ン の牧師は乗 り気で はなか っ た ようで したが ､ マ カ の牧師と共に ､ 式を執り
行 いま した｡ ただひとつ ､ 私 と妻が今後 ､ 忠実にカ ル ヴァ ン派で あり続ける気構えが ある
かを問い ま した｡ ま た妻に は ､ 私 に付 き従う覚悟があるか を問 い ただ した の で した｡
結婿 して か ら何年になるの か ?
8年目ですo
その後､ 何年間デブ レツ ェ ン に住んで い たの か ?
3年間です｡
ロ フ に は､ 誰の許 しを得て住み つ いたの か ?
ボル べ - イ ･ マ ー ル トン 氏 の です ｡
どの ように してその ような許しが薄られたの か ?
最初､ ソン パ テ ィ という名 の農場管理人 の とこ ろ - 出向き ､ そ の者が村役人たちに話を
伝え､ そ して村役人たちが ボル べ - イ ･ マ ー ル トン氏に伝えたの です.
これまで触れてきた村々で は, どの ような理由で滞在を拒否 されためか ?
とくJに理 由を告与ヂられ る こ とは ありませ んで したo 多く の と こ ろで は ､ ただ怖い ､ と｡
だから､ 立ち去れ ､ とい うわけで した｡
こ うした村 々に いたときには ､ どの ように食い つ ないで いたの か ?
亜麻布 に版画 を押したり して い ま した ｡ ロ フ で は ､ す べ て の農家で 時計の修理を して ､
パ ン を得ておりま したo ただ ､ どこ で もで きたというわけでさ耳ない の ですが｡
ウィ ー ン - の旅貴は どの ように エ面 したのか ? これ まで , ドモ コ シ ュ 氏から得た 6 マ ー リ
ア ー シ ュ 以外 の ことは証言 して い ないが ｡
身 につ けて い た技を活 かすこ とがで きると ころでは ､ それ [彫刻､ 版画 ､ 時計修理] で
暮らして いきま した｡ あち こちで ､ 善良な人たちがただで パ ンや その他の食糧を分け与 え
てくれ ましたo いずれに せ よ､ ほ とん ど全く 出費がありません で した し､ む しろ稼 いで い
たくらい です｡
ウィ ー ンか ら戻 っ て きたと き､ どういう理 由で ドモ コ シ ュ 氏のもとに出向いたのか ?
出向きたか っ たの ですが ､ そ の ときに はすで に病床 に あらて ､ 1 週間後 にはお 亡くなり
になりま した
44
B
その 他では , 誰のと こ ろに 出向いたの か ?
当時のカル ヴァ ン派監督タタイ ･ フ エ レ ン ツ の とこ ろ へ ､ 結婚の件で行き■ました｡
44 ドモ コ シ ュ ･ マ ー ル トンが死去した の は 176 4年 4月 3日であるから､ エ ン ドレ - デ ィ がウィ ー ン からデ
ブレツ ェ ン に戻 っ た のは ､ 同年 3月未である｡
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おまえがそ こ [デブレツ エ ン] に滞在する ことに つ い て ､ どの ような忠告､ 勧告 ､ ある い
は助力をしたのか ?
結婚 に関 しては ､ 牧師な しで行うこ とはできない と言 いま して ､ 式の挙行 に つ いて の指
示 を出しま したo そ の 他 の助力 は ､ い っ さ い ありません で した｡ 忠告としては ､ その とき
にも､ [デブレ ツ ェ ン か ら] 立ち去るこ とを勧め ました｡
デブレツ ェ ンで牢獄に拘束されたのは ､ どの ような理由からか ?
それに つ いて は ､ すで に 申しま したこ との ほ かは ､ 知りません ｡ ただ､ ハ イ ドゥ - たち
が私 の もとにや っ てきて ､ 首席判事の名 の もとに私 を市庁舎に連行 したの ですが ､ そこ へ
行 っ て も､ 判事 の 前に立たされ る こ とは ありません で ､ 直接牢獄 - 連れて行 かれま した｡
翌 日には ､ 私 の 逮捕に つ い て ､ 市中で大きな反響を呼ん で い るとい うこ とを､ ハ イ ドゥ -
たち自身か ら聞かされま した｡ 私の 逮捕が ､ 信仰ゆえに ､ 国王 陛下か ､ ハ ン ガリ ー 総督府
の命令で行われ ､ 市参事会が こ の こ とに つ いて議論を繰り返 して い るとい ううわさが流れ
て い るとの こ とで した｡ そ こで ､ すぐに参事会宛に嘆願書を書い て ､ もし可能で あれば釈
･ 放 して ほ しい こ と ､ それが かなわない の で あれば国王 の もと - 行 っ て ､ 申 しひ らき したい
こ とを懇願 いた しま したD これを ､ 妻を介 して か レヴァ ン派監督シ ラ ー ジ ･ シ ヤ ー ム ェ ル
に届 けさせま して ､ 彼が参事会に提出してくれ る ことを期待 したの です｡ ただ ､ それが据
出された のか否かも知りません し､ 返事も得られ ません で したo 4 日目に ､ 瞥視長官が私
を牢か ら連れ出 して ､ 牢獄に最も近 い市門まで行 っ て ､ ｢自分の 置かれた立場を直視する
べ きだ+ と言 い ながら､ 道を指 し示 した の です ｡ こうして ､ そ の翌 日､ デブ レツ ェ ン から
立ち去りま したo
誰の忠告に従 っ たの か?
誰め忠告もありません で した o む しろ､ そこ に残 る こ とに恐れ を感 じたの ですo
1[2 ペ ー ジ欠落]45
第 3 に､ 幼い 卿こカル ヴァ ン派の学校に通 っ たこ とで ､ [カ ル ヴァ ン派に] より親近感
を持 っ て い たのです｡
そうしたこ とは, ギリシャ典軒6に 向かわせる理由にはならな いの ではないのか? 聖人に対
する祈りは､ 彼らも行うことで はないか ｡ で は､ なぜカ トリ ッ クか らカル ヴァ ン派ではな
く､ . ギリシャ典礼に なっ たのか ?
た しかに ､ その教義を見て腹が立ちま したが ､ 自分の 良心 に反する ことは決 して行 い ま
せ んで した47o 一 方, ギリ シ ャ典礼 の慣習や儀礼 ､ それ からバ シリウス 会修道士 の 衣服が
気 に入 っ て いた の です｡ 子供だ っ たもの ですから､ 簡単に執着して しま っ た のです｡
45
ハ イ ドゥ - ･ ビ ハ ル 県文書館に残された史料では ､ こ の後 2 ペ ー ジ欠落 して い るが､ お そらく､ か レヴ
ア ン派に改宗 した動機などに つ い て の証言が書かれて いたもの と思われ る｡
46 合同派の ことo
47
こ の - 文は ､ 欠落部分の 内容を受けて い るため､ 意味が不明晩
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その ようにギリシャ典礼が気 に入 つ て いたの ならば, なぜ力ル ヴァ ン 派に改宗 したのか ?
なぜなら､ そ の典礼 の なか に ､ 私 にと っ て迷信で ある と思われる ようなも のが ､ たく さ
ん見て取れたか らです ｡ 例 えば､ 病人を教会に寝か せて ､ 頭巾をかぶ っ た司祭が そ の 上を
飛び越 える の ですo また ､ 埋葬にあた っ て 臥 死者の 前を､ 赤 い羊毛と ､ 蜜菓子
48と､ す
ももをの せた い ばらの潅木 を持 っ て歩き､ そ の後 ､ 墓で それを子供たちに分 け与 える の で
す｡ さらに ､ 死者のため に墓で 山羊と鶏を配 り ､ 死者の腹の上 には焼き菓子 を置き ､ それ
に蝋燭を突き刺 し､ 儀式が終わるまで火をと もすの ですo また､ 聖別された水は ､ たとえ
20年た っ て い ようとも腐 る こ とは なく､ それ を盲目の 目に つ けて ､ ｢Ki 1ie x eis on+ と4 0回
唱えれば､ 目が見 える ようになる と いうの ですo そ の ほか ､ 儀礼 に熱券を注 ぐな ど､ こ の
種 の こ とがまだまだあります｡ それ に加 えて ､ 彼 らは規則として次の ようなこ とを遵守す
るわけですo つ まり ､ 1長者 に対 Lて罪を射すよ ク邑､ # に対L, て罪を射すぽjメ
i
'
B ii
ilo /Jぜ替 ら､ 禅Ir対L, て罪を粛 L度 の であれ 践 1長者が それをお 安虐 度 ちI-
y告げる だ
ろj 叔 1長者Ir#L, て罪 を猫L, た の であれ成 屠がそれを潜ま虐度 ちIr告げ石t い 2
'
の
jl-
i
] とい うもの ですo 人が人 に対 して 罪を犯 した ので あれ ば判事が 正 し い判断を下すが ､
神 に対 して罪を犯 した の で あれば誰がそれ に介在する の か ､ と い う [考え] は ､ 聖書に反
するとい うの ですo また ､ 多く の 高位の看た ちは､ 四旬節の 断食だけで なく ､ 通常の 断食
も行うの です｡ こ れは ､ 上長者が何か言えば､ そ れに反対する こ とが許されな いと い うこ
とから生 じて い る の です. 聖 バ シリウス が､ 空夢ir貴かれ て い か ､こ と 銃 1長者ぼ命 C
か -､ と言 っ て い るにも かかわらず､ そ うな っ て い る の です｡ さらに言 えば､ 上長者ア タ
ナ シク ス ･ レ ド ニ ､ こ の者は司教の聴罪司祭でもあっ た ので すが､ 彼 は ､ その説教のなか
で ､ 修道士 の 救済は上長者 の意志 に依存す るの だ､ 最も祝福され る べ き こ とも上長者の 許
しと確信を経て初 めて力 を持 つ のだ ､ と言 っ ておりま した｡ つ まり ､ 修道士たちは､ アダ
ム が楽園に いた よりも以前の状態に ある の です○ 修道士 の命は天使 の命で あり ､ 修道士 の
外套は天使の服 と呼ん で い る のですo また ､ 彦ir基 づ< と､ 庶罪が揮わ 石ご t を 紛 斗許
き か 慣 ク､ 鼻を賓石 こ とば何者l=邑許され か ､のですo アク タシ タス の 教老を安jf 唐音
虎ちがL,ぼ しぼ穿L,ナい る のを願 い度tこ ろ/ごよ石t､ 妻をg' つ音域謬邑顔われる ご とぼ
唐<､ i,L, 救われ石と L, てあ虜静を摩妙る ガろ 久 とo さらに は ､ 下館の着 任 静 の 轡
(r身を犀<の であ ク､ それゆえ 慶富士 の 耕 虜済の 身 紛 の 濫 ,そ L て･ 罪の 許L, ぼ
# 舶 行い と威屠irよ っ て得られ る者身の だ+ と.
さらに これ らに加 えるならば､ 次の ようなこ とがあります｡ 礼拝の パ ン は細かく分けら
れ ､ 大きめ の部分はキ リ ス トの身体に ､ 次の 三角形 の小さめ の もの は聖母に ､ ほ かの 9 つ
の レ ン ズ マ メ の ような小さな部分は聖人たちに ､ 同じように細か い も の の うち
一 部は 死者
たちに ､ そ して ､ 残りを生者の ため に ､ 規則通り皿に並 べ る の です｡ それか ら､ すべ て を
一 緒に聖則する の ですが､ こ の うち､ キ リス ト自身に捧げられたもの か らの み ､ 聖体拝領
がで きる こ とにな っ て い る の です｡ これ は ､ キリス トのやり方とは矛盾する ので して ､ 彼
らはギリ シ ャ典ネL人 の古き畏敬の 念を守り通 して い る の ですo ある とき､ 司教ア
ー ロ ン自
身 の ロから､ 次 の ようなこ とを聞きま した｡ ｢ギy シ ナ顔見 ぼ か < 邑癖磨の 居い 邑の であ
っ T. . ^Bj塗 <膚伊を邑度 ヂt 邑､ ギy シ ナ典舟を併 ちつ づ折る こ t T. 顔済きれ る べ き
48
m由eskalacs: 生地に蜂蜜を練り こんで焼 いたク ッキ ー に似た菓子 o
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磨 のだl と｡ 聖書には ､ 膚抑竣 <i, 丁神の お粛i=E すこ とぼ でき凌 い ､ と言われて い るに
もかか わらず｡
こ れらす べ て の ことや ､ 今すぐには思 い 出せない ようなそ の ほか の こ の種 の事柄は ､ 私
が読んだ限りでは ､ 聖書 にその根拠を見 出す こ とが できません し､ む しろ矛盾を見て しま
うの です｡ 外在的な行 い にはま っ たく満足を感 じる こ とはで きず､ こ う したこ とで は ､ 私
の 魂を安らか にする こ と はできませ んで したの で ､ 私 は ､ 信仰にと っ て これ らは不十分で
あると断 じたの です｡ それ ゆえ､ 私の魂を安らか にする こ とがで きる ような､ ほか の信仰
を探すこ とに努めました ｡ キ リス トとそれに対する信仰と真理 に ､ 自分自身の信仰心と希
望 とを置き直 したの です｡ これが､ 私がカル ヴァ ン派 に改宗 した主要な理由です｡ という
の も､ 彼らもそう信 じて い るか らです｡ [教会の長 の 性格に つ いて は] ギリ シ ャ典礼と ロ
ー マ 典礼 の間にも見解の 相違や対立がありますが ､ 私 は､ カ ル ヴァ ン派の教義と同様に ､
教会の 長として キ リ ス トが最もふ さわしい と考えて い るの です｡ また､ その [カル ヴァ ン
派 の] 教義に惹かれたの には ､ カ ル ヴァ ン派は ､ 聖霊 が父 と子 の双方に由来すると観き ､
信 じ､ 告白する の ですが ､ ギリシ ャ典礼 は単に父 に由来すると考える､ とい うこ ともあり
ま した｡ 外的には ロ ー マ 典礼と の 合同で あると自認 して い るにもかか わらずなの です｡ こ
の 点は ､ ロ ー マ 典礼とも - 致しない の で ありま して ､ たまに言葉で覆い 隠そうとは して い
るもの の ､ その 象徴にお い て ､ ロ ー マ 典礼の 教義に従うこ とはない の です｡
こう して ､ 聖書に よる と､ キリス トが十字架をイ エ ルサ レム の市門の そとまで引きずっ
て行 っ たという ー 度だけの完全な受難以外には ､ 慰め の犠牲など必要ない の だという考え
に行き つ い たの です｡ つ まり､ キリス トがまだ こ の世 に い る ので あれば､ 聖職者すらい ら
ない の だ ､ と ｡
要約 し､ 聴取 し､ 読み上げ､ 署名 したD
ナジ ･ ガ - ボル
- ヴェ シ ュ お よび外 ソル ノ ク県書記
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An n oDni 1 7 7 1. Die 4ta M e n sis Ju ny
in EpiscopaliCivitate Agrie n si e x c eptu m Be n e v ohl m
Ex a m e nJo s ephiEndr edi, CapitiviApostata e･
Mi r e nd?s- hdny Es zte ndb
'
s v ag y?
Endr6 diJo nititlS, alia sJo s eph cir cite r3 0･ Es zte nd6s･
Ho vd v a16v agy?
Erd61yi, M ag ya r fi: Lapo si V aroskabul, m ely v ag yon b6ls6 Sz6ln ok
v[ar m e]g ybe, K 6var vidik n e v最 cir ctlhlSban ･
Mic s oda re ndaAtydkt滋Iszilettettel?
Az Aty丘m v61t Endr占dy Fe r e n cz ab Ening' a ki Ke r e szte sia n o Fis c alis
J6s z丘gn ak, a z utan pedig KBk色16- vまri, to vab pedig a Foga r a si f81d6n ohabai
fahlba ln spe cto r v61t, s - eg ys er smind b61s6 Sz61nok v[ar m e]g yi[n e]k T丘bl丘s
As s es s ora . Az Any丘m Ltld mi lla M an c zi且 V61t, d6mar a zAtty丘m r6ge n m6gh
h61t
,
a z Anya m n6m tudo m, 6. 6s zte ndeje16v6n mar, hog yhir6t ni血 hallo m･
′
Mt' c s oda v allds o n s zGlet tettu ?
papista Atyat丘1, 6s AnyatBl, de K ic sin s ege mbe hardm Es ztendeig Lapo s s o n
′
Kalvinista Me ste rhe zjarta m : a z utan D6s e n aPate r Fr a n cis c allu S Okn孟I 16v6
Ludim o ngt alat ke zdette m a Majo rpa rvat, K it e s zte nd6 m血Iv a m6n v6n
′
Kolo s v丘rr aPrin c IPl ar a, a holj丘rta m o s zta n ege s zRheto rikaig, a k6v etke z6
･ ′ ′
m e st6r6kalat
,
血g ymint Prin cipi孟ba Likic s K丘roly alat, Gr a m aticaba G6s zti
Jan o s alat, Synta xisba B6yte Antal alat, Po e sisbe Sim or Jan o s alt,
Rheto ricaba Pat占r BirdIstv丘n alat, minde nko ra Co n victtlSba nlakvan ･
soha minda z o naltal K¢dv e m n e 凪 v61ta Papista s丘gr a, pli61ta a Kalvinista
kisiskol丘bdl ki K61te m : s堤thogy lga2;an m eg V allya m) a zAty左m is lgin hideg
p孟pista v61t: titkon inkabs zitvan a K alvinist丘kho z, mint Papistakho z, s竜t
g yakr a n nyilvan is kiadvan m agat: a hint hog y eg yik g ye r m ek6t ug ya n
k丘Ivinista Pr a edikato r r al te m ettette : A kko ri To rn ak alkalmato ssagav al
ha11otta m s zajab 丘l, mi d6n m o ndotta a k畠1vinista Pra ¢dicato rho z, ke nd ug y
m o nd a z6n Papo m : m e rt az illye n adta Ba ratya elj6n ho z zam , e s zik, is zik,
m 6g s em te s z e nille n Pr a edikati6t, mind K[eg yelme]d･ Ez mindenko r
s ヱiv e mbe n m a r adot
,
hB2:Van, 6s i4eginitvin え PapISta S丘gtBl, de a z altal
szintax xisigh, s e mmi mas r a n e minddlta m, a mbar habo z v a m ag mba titko s a n
ige n hajlottam . A kko rpedig a z olanyelv et mind k6nyvbdl, mind pedig mas
k6p I Sta ndlni ke zdv6n, mar aB6jt6k6tis a 2: e6 r e ndek s z erint tartogatta n, s -
Te m plo njokba nis, v alami ko r c s ak ellophatta m m aga n at a z e6 ajtato s sagokr a
eljartam .
Ig yto vabto vabm env6n a RittlS Okba, n apr血I n apra inkabbe16 Kedv61te m, s
-
Rhcto ricaba
,
m 孟r nyilvan is kiadta m, hog y oldRhitu s r akivanok alla ni:
flalvan e zt e nlitett Bir6 n e v丘 Pr ofe s s o r o 皿, m O ndotta: Tu m agn us C ris
Ha ereticu s: c u r m uta s Ritu m : m ellyr e En is n e m o ndotta m :Qvia n tlnqV a m
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habtli a nim u m adR ittl mRo m a 且u m. A mintis c sakIla m ar e Z utan a ZBalasfalv ai
ol丘 P Bsp6k[n e]k, Petr o Paulo Ar o nle v elet is irta m, Kir v6n, hogy n e cs ak
R hitu s s孟r a
,
de Caluge r eik6z6is v eg ye nbe a mintho苦y fele16 1e v e16be be is
fogadot, De a zaltal t ab le v eleim m el is s z o rgalma z ztatta m, akar van m6n nil
elib altul m en n l, minthog y丘tally丘ba n oda s zanta m m aga m at, s e mmi Kedv e m
n e m16v6n a Papista knaL Vett,
e m is felelet6t mindenik le v ele m r e, v6gtir e
pedig alkalmato s sまgotis k色1d6t alam , m el女e n ep pe n Balasfalvar a m e nte m, a
′
holot o s ztan mint eg yKitholn ap m dlv afe161t6sztettek, s - minde n No vitiattlS
′
n61k息1 azon n alug ybeis e skBttettek, hog yt6bb6 kim en n e m s z abad n e16g ye n･
Akko rkirde s zkedte m an ovitiattlSr血1: D e a zt felelt6k, hog y nalok K6nt6sbe
n ovitiatu st ta rta ni n e m s z okas, a min n agyo n m eg b血s丘1ta m, 15. e s zte nd6s
iffia cska liv占n . JArtllt akko r, a z tlan a Zis;hog ya s z erz etb61iSupe rio r o mis
g yakr a m ke m6nkedet, a t6bbi k6zt cs ak a z6rt, hog ya P丘sp6k udv araban hir e
n61k丘1 eg yT ars o m m al, Rac z n6v荘 Pa chemiu s s al, a z az P6te rr el, a kis zBletett
ol丘v61t, altal m e n v6n , a s e c r etariu s san al eg y K 占t poh ar bo rt m eg ittu nk,
mid6n
,
vis z aJOVet S Z ¢mbe akadttlnk, m ar is k6rdeszte, c u)u s
′ ● ●●
ben edictio n efuistis in c u ria: s- a mbar alaz ato sa n felelt軸k: hog y n ulliu s:
m eglS Pro Ctllpa e16s z6r a z a s ztalnal, s et k卓st, s e kan alat n e m adatot, s
-
′ ●
minthog y n e m v61t miv el e n nBnk, k6rde s zte, ¢s u ritisn e? v6gt6re har o m
m eta n niat
, pa r a n c s olt b色ntet6sal, a z a2:, hog y a z As ztalt血I fel kelv e a
Refecto ritLmk 6z ep6n fej也nkethar o m s z o ra f51dig hajcstlk. En leginkaba z占rt,
hog y ep pe n Ta nitvanya l m e16t e s et, s z eg yen nel a z a s2:talt血I fel kelv e
′ ′
eg y¢n e s e n畠 s2:Ob丘mba f¢l m e ntc,m , utan n a m a z e mlitett T 丘rs om is
ha s o n16k岳p pe n : s- minthog y mind Kette n 6 he n v61tu nk, eg y k6zel 16v6
faltl C Sk丘ba eg yola Papho z6n ni eg yBtellmentBnk, a z ut丘n ha l;aJO V e n, is a
■
●●
g yer m ekeket m eg lskolazvan, de har m adn aplg え Refe cto riu mba m e n ni n e m
′
n er Ve n.
ug ya n az6rttudako s ztatta a z tltari a StlPerior, ha kivanyuk主m agu nkat m eg
alaz ni: De mint hol y s ajat Tanitvanyu nk altal tudako zta, felelet n6mil
bo c s ajtottlk: m e11y6rt a s uperio r fel inddlv丘n, e stv e feli mind Kett6nk6t
m agaho zhiv atott;s - ott eg yvilagi D6z m丘s e16ttm eg m eg tlJr atudako z van , ha
′ ■
k ivanytlk6m agu nkat m eg alaz n 1, minthog yfeleltBk, hog ys z er z ete sT ar s aink
e16tige nis minde nb触 tet6st el vis el触k, de vilagiEmber e16t n e mta rto z u nk,
s - a z zala s z6baj bBlis ki indulttl nk, pa r a n c s olattyar a a zH ajdAk, kike16r e el
v oltak r endelve; mind kett6nket.m eg r agadvan vitte,k estv e a z u c zan ker e s ztal
a pAsp8k tldv a raban16v6 k6z6n s6ge ste mle c zbe a z vilagi Rabok, is C2:ig丘nyok
K6z6.
Ez e n gyal丘z atirt a z6rt mi is fel haborodvan , 6s z v e e skBttBnk, hog y ¢l
s z6k触k mihcle st m odg yatejty8k:de e16bn 6 mtelhetet, ha血e 凪 akis z abad血1as
utan : Eleb mind azon altal har m adn apr a, mi ko rtudniillik a､t6m16c zt伯I ki
bo c sajtatttlnk, a z e mlitettbantet由t v6gbe n viv6n , 6s m agu nkata s uperior n ak
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to vab bie ngedelm e s s egr e, s I JO Vis e16s屯nkre irvan , de kintele n s6gb丘1 le
′ ● ′
k 6telc szt Bk
,
m eg a z o nfel&1 egyhitig c s e nde s s6gbe n m aradvan ･
′
Az alat mind a z o naltal mind kett6nket a M e ste ri Ta nitast血I el fogtak;
e ng¢m et Ktlc sar n ak t6v611;Ig ya sz obakho zjobba njtltVan , Vilag
'
ir uh丘nkr a r a
akatta n, s - a zt fel v6v6n, a ba rat r uhat pedig a Ke m e n c z6be dugvan eg y屯t
ells 2:6 k 拍nk, s - K e rb1e v elet c sin丘1van m agtl nkan ak m e nt亀nk Ba n atu sba, a hol
eg yideig Helyr丘I Helyr ejまrkalv aTe m e sV丘rig, is M ehadiaig elkobo rlottu nk･
ug ya n M ehadiaba a T 丘rs o nPo sta D eaknakallot, m aga m at pedig Va n c s aP ete r
n e v怠 Ol丘 Kapitan m aga fiaiho z TstlP Palnik nev丘 faluba vitt, a hol n eg y
′
holn aplg Pr a e C ePtO rkottam , a z ut丘n pedig Plaj血s n ak, a z az hat丘r6r z6 Kato nan ak
孟11ota n , s - volta m ot 6 t holn aplg: m ely idaalat a T ar s o m nala m m eg
fo rd血1vまn , T6r6k ors zagba n e at.
M aga m pedig betegked6s em miat obsitot nye rv6n, Erdelybe vis za m e nte m :
s - minthog ybato rs ago m at mまsk6ppe n, s怠t az 血to n mar agutais m eg 且t6t v61t,
′
a B alas falv ai Kla str o mba vis z at6r v6n , 良Pa e nitentia ta rtas utan beis fogattak,
de n e m s okar a Re m ote n ev e z et屯 M o n a ste ritl mba betegen ki K色1tek, to v丘b
pedig, min ekutan n a f¢l g yog yulta m, M u sin a n e v丘 甲aS M o n a ste riu mba
disponaltak: aho n n a n o s zta n a z otliv6 C aluge rn ek e ng¢de lmiv el O hab ar a a z
′
E de s Anyam latogat丘sar a tlg ya n Caluge r r uhaba el m ente m : a zAnyam pedig
h e m c o nte ntaltatv孟n
,
hog y faltlSi Mo n a st6riu mba lako m, Balasfalvara a
p 且sp6kh6z bi 血 e nt, s - m eg m eg oda ki dv6m elle n be s z e r z et, de akko r mar
n em ug ymint v a16s孟go sBasilita, ha n e m c s ak minteg yte rtia riu stole raltatta m :
s - ug ya n a zirt s e v elck a s ztalo m, s ekB16n6s 革Z Obam n e m v61t, ha n e mt6bnyl r e
a Ko nyhan
■
e'16dvin c s ak istalokba, s - eg yBt, m as ut halalta m ･ Ez e n K6zbe
pcdig m丘r a z r e s zk6t6s kiatta m agat r ajta m･
De a z altal minthog y K iplr a S r a, 6s m e c zis r e v a16 hajla nd6sまgo m at ki
■ ′
m tltatta m
,
e nge m et ug ya n Ottan Szandtli n e v怠 ola bet荘 m e c z e z6 Embe rhez
applicaltak, a hol is mint eg ykile n c zholnapig pr a eticalta m, de o n n a nLe ng yel
o rs 2;igba K 6r e c z ette m oly v6g gel, hog y a z otta ni Ba silitakn 丘1hir es bet丘
m e c 2:6k 16v n
,
to v abbi ha s z nar a aKla stro m n akjob ba n, 6s t6bbet ta n ulhatok･
E6k elle nbc oda n e mbo c sajtvan , Kolo s varr aP aldy lstvan n e v荘, de mar m eg
halalo z ot K 丘1vinist哉 Tipogr aplmsho2: attak: a･ho1 3･ e s zte ndeig ta ndlvan,
minthog y olyko r Bala sfalvar ais b_e m e nte m, s - 1g yeke z ete m6rt n apr血I n apr a
′
te c z e nijobban Ke zdette n, Sz ebe mbe Ba r o M e ringe r hazanal Dia co
.
n u s agr a
o rdin丘1tatta m. De e zt is n6m ellyek m eg lrlg yelv6n, oly vadol丘s s al, hog y
Kolo s v丘rt hAst ette m , 6s tan c z olta m, a P鮎p6k6t a n nylra ho
's ztakelle n e m
,
hog yn apr丘I n apr a s z o r o s s abba n v lg y丘s ztatotttltan n a m, Pl aga m n ak is fedd6
6le s le v elet kBldv占弧 , m ellyr e inis fajdalma s abban felelv6n minthog y a
Balasfalvi･K la str o mnak, 6s Paps agn ak fog yatkoz丘sit, de kiv丘It a z6p色Ietekn ek
′
n ag yr o mlas at fel adta n a P 色sp6k m 軸 inkabm eg haragtldvan , Kolo s varr丘l
¢sak hirtelen Balasfalvar a vis z a vitetett, s - m aga a v v al do rgalt: Te m erariu m
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jtldititl m fe cisti a sin e de n obis: R o n eg o tt1 0 artificio, i血 o om nia 書u a
In stru m e nta c u r abo Co mburitantll mCo n s cie ntiam ob lige s.
Erre az6rt mar n ag yo n m eg s z o m o r odvan, minthog yn apr血1 n apr ato vab is
cs ak vadoltatta m , s - v6gt6r e a v val is; mintha Kolo s var at Leanyho zisjarta m
v oln a
,
s z apo r odtak bajaim : M e rt eg yfe161 a Tipogr aphiaba dolgoz n o mkellet,
m丘s fe16l s ekija mi, se Ke rtbe m egfo rd丘1ni, se kBIs6 E mbe rr eltarsalkodni,
. s e Bort in nya n e m engettek: sat, mi d6n te ste mn ek e s etsig6r e n6zv e a
p色sp6kt竜I c s ak a n nyi despe n s atiotk6rte m, hog yha n e mh 血s s al, leg alabteJe S
itelle1 6ln e m e ngedg ye, viga s ztalas血I a zt nyerte m, dabo ego tibi asin e
dispe n s atio n e m. In n e n v an, hog y s ajat s z obajaba a PBsp6kn ek ajBl丘s s孟1 1e
r o skatta m
,
a z o ratis'm eg atko z van m elybe olav alette m･ A kkor m aga 岳m eltEel
えP asp6k, felelv6n, s u m s ev e ru sPate r, s ed inte r e aCle m e n s･ Av v al a sz obabdl
ell bo c sajtott, m aga pedig c sak ha m a rAtha n a siu s ne v怠 Co nfe s s a riu s saho z
m e n v6n ellr e ndelte, hog yKe z e mirasat v eg ye ar r丘l, hol ye z e nt6l csakpu s zta
K enye r e n, viz e n K占s zle sz ek le n n l, V alami kor a P也sp6k pa r a n cs ollya, n e m
′
hog y dispe n s atiot K6rjek: a mint hog y Kintele ns6gb&l, le is K 6t6tt叩
m aga m ot, de a･n n al n ag yob fajdalo m m al, hog y K it Cla s sisban 16vin ot a
sze rz et, eg yik r由 z e te)e s 6tellel ell, a m孟sikpedig a m elybe szinte 6n
,e ndeltett¢m c s ak olajo ss al. Ttldv a v a nB 6c sbe l S, m ely Ke m e ny az otta ni
′
r egula, minthog y a z6n elsa el s z6k6se m e16t n e m s ok 色d6v el 喝 ya n O n n a n
sylve ste r Kulia nl, 6s Gr ego ritl SM ajo r n e v屯 K6t Ba silita Pater eg ye n e s e n e o
flg6he z m agokt血1 fel m e nt¢k a n n akpa n a s zlasar a, a mi ris z s z erint e nge m etl S,
ヽ
6s T 畠rs o mat h e mKe v e s6tinditotta z els z6k6sr e.
′
voltak e z ek k6z6t, kikg yakr a n s zan akodtak r ajtam , m o ndvan , s z egeny
Endr6dy, ha m o stani bajaidba ells z6kn 6l, s e mmit s e vite n6l･ M aga lS aPnsp6k
co nfe ss arius s aAtha n a siu s, egyszer Re c r e atio alkalmatossagav ala Bu zak K6zt
j孟rtaba n a rr a e mlitett, hog yha s z6kni aka r ok, abba ell bAjhatok, m elyet a z6rt
6nis n ag yCo n ste rn atio val, 6s s z eg ye n n el m eg K6s z6n vin, m eg m o nta m, hog y
m egisle s z, a mb丘r n e mtudo m mikor? a zチS Ztalnal mindaz o naltal bo rr al
kinalt
,
m o ndvan
,
bibat C haris sim e fr ate r, n e tristetu r, . qv l a Pr OPte r V eStr a m
c ha ritate m v e nim u s ad ha nc re c r e atio n e m, etia m vin u mfe r ¢ndo :de 甲 ak a zt
felelt¢ m , mi hipe rinde e st n u n c r e c r eatio, siv ein Car c e re, sive in sylvis, siv c
in M onaste rio, do n e cmi hiChristtlSillu c es c at･ M inthog y pedig K 6rde s zte, n o n
n e ｡ rgo il拡it C ha ritati v[e st]r a eC hristu s? 血i阜 felelte m, n e edtl m･ M iko r
K6rdes zte m, dicite fr atr e s qv a e sit r e cta vita in spirittl? c s ak n e v ettek,
felelv6n, e rgo Adu n s cit･ Ha sz o m o rkotta m, c sak a v v al viga s ztaltak, v e r e si
tristabitu r
,
n unqva n s alv abittlr･
′
Ez ek k6z6t n e mlatvan v6g6t, s ej6 kim e n et16t Res e rv e slete m n ek, bu zgo
foh丘szkodas s al K 6rte m az lste nt, mit6v6 1eg yek, n etalantan el karho z n o m
K611e s sik. V 6gte r e6p pen im adsag K6zt m eg cs e ndB Iv6n a 飽16m , S
- mind
o rr o m
,
mind sz a m o na vir m egind血Ivan oly bels6 sugarlast ir z ette m, mintha
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m o nta v61n a valaki, hol y m e nyek, m e rt ha m o st n e m, s - e z a zbr a el m 丘Iik,
t缶bb6 n e m adatik
,
6s 6r6kr e elk arho z o m.
A k ko rt岳rdr eT e s vin a zlste nt丘1jelt kivanta m】a v egr e, hog ytudhatn丘m , mi
′
tiv6 1eg yek, oly go ndolatr a, 皿inthog y kiv孟1t els6 ells z6k6
'
s e m n ek ne m
nye rte s 孟11apottya is tart6s ztatott, de tlg ya n C S ak h e m s z丘n v6n s uga rlas o m,
mintLog ya t6bbim l nyaJa m a Te mplo mba v61tak, s - tlg yalkalm ato s s ago m is
′ ● ′
s z abadad
,
6s batr ab v61t
,
e岩y g ye r m ekn 61 hirt hag yvan, hog ye nge m et t6bbet
n e 凪l丘tn ak
,
c s ak aBr eviariu m m al, 6s Ps alte ritl m m alelind血Iv孟n, eg yboko rnal
tI]r a n ag yK色sk6d6s s elt6rd占n alv a e stigim adko zta m, K 6rte m a zlste nt mit6v6
leg yek: D e tlg ya n C S ak n e m s z丘n vin go ndolatim folytatta m uta m at, m eg
′
ha r m ad n api 6h, 6s s z o mj血 uta zis o n utan T 6vis rea PaterPa ulin u s okho zbe
6rte m
,
a holis a Pate rPrio r[n a]k m aga[n a]k m egjele ntette m k 色s zk6dis e m et,
Kirte m Ta nac sat viga s ztalas o m r a :De s e mi eg yebet n e m ta nac s olt, han em ,
′
hog ytirjek m eg. M ag n ap a 2:art m eg K 6s z6n v6n a zEc z akai s zallast, to v孟b
m e ntim
,
alkalm a sideig c s ak Erd6k6n buddogvan, s - a z ut丘nis, a helys6geket
v alaho11ehetet
,
a mbar s ok Koplal丘s s al, KerBIv6n v ala meddig D ebr e c z e mbe
n e 凪 6rte m. E16btlg ya n eg y Ola Papn丘I m eg fo rd血Ita n, s - m eg lS m O nta m ,
hol ys z6k6be v ag yok, De minthog ySchis m atictlS V61t, eg ys z6r altal v et6v el
s egltett, a V egr e, hog y m o ndha s s a m, hog y kolddl丘s r a m eg yek: a mintis
′
La mpe rt ne v丘 Helys egn61 astr孟zakat a v v al is Br e via ritl m O m m utataS丘v al
′
hitette m elpa s s tlS n elk丘l.
Debr e c z e mbe estv eBa silita ruhaba m e nte m be
,
s - eg ye n e s e nleg e16s z6ris a
Colleglu mba: aholot Pap M ih丘1y n e v芯 s e nio rn丘I m aga m at m eg lSjele ntette m ,
血g ya ztis, hog ys z6ke v e
'
n Ba silita v agyok, be161 mirLd az o n孟Ital mar r6ge n
r efor mattlS, 6s hog y mar be is 16pni kivan ok. E6elle nbe n eleint占m m e ntv6n
m agat, de a mt孟m ottlc n n e m tlg ya n C S ak m eg e ngette, mi且thog ym eg m o nta m,
hog yha kiv e rn ek is, m eg lS aZ le s z ek. Ruh丘m at a z utan el fejtv6n, m asn ap
M ag ya r Rtlhava fo rditatta m. A CollegitL nba, de tlg ya n C S ak ki isJa r V a, mint
● ′
eg yn eg yhetet elt61t6tte m, a z tl孟n a zV ara s o ntal丘n K ithetet. Ez e nidam tllv a
′
D o m o nko s M丘rton Bird Ur a m nalisjele ntette m m aga m at, fel advan n6 kia zt,
hog y Ba silita v61ta m s z6kv e JO V6k, 6s r el V ag yOdas o mb 血I Refo r m attlS S a
● ●● ′ ● ′
lc n ni kiv 血 ok. A kko rfelelte,j6 le s zke n n ek a z o rs zagb 血l.kim e n n 1, S - a Z Z a16.
m4rjastis adv丘n , m agat払1 el bo c s阜jtott. Ha s o n16kep pe nTatai Fe r ¢n c zUr a mis,
v alamint tab eg ycbekis, kiktudtak dolgo mat, c s ak a ztja v a slotta, hog yo n n a n
6s az o rsヱagb 血Iis el m e n n6k. Tatai Fe r e n c zUr a m pedig eg yk6p6ny6getis
adot･ Elm c nt■e m a z6rt B6c slg, O n n a ntO V ab is s z a nd6ko z van , de k6lcsigem
n e 凪liven
,
m e,g m eg vis z丘fo rdBlta m, k6v etv6n Ta nac sat D o m o nko s･M a rto n
ur a m【叫 k, akia v v albo c sajtott, hol y
.
ha a軍
■
ors z丘g帖1 kin e 凪 m ehetn6k,
vis z aj6v et l¢s z ram vgo ng ya, m e rt tlg y m O nd a z Ur6 a f51d,I6s a n n ak
tcllyes sege:itis el leheゼKe nd.
′
A tlta Z壷s o mba n eg yBt, m丘s ut t孟nyir okat, Kan alakat m c c z v6n , a holpedig
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K alvinista M e ste rr e
,
Pr a edic ato rr a akatta n
,
mint r efo r m atu s jele ntv占n
m aga m at, s - ugy s z6lvan k61csig n占Ik 怠1e16 dtem : s
- tlg ya 且 a Z e rt t6bnyl r e a
K 丘lvinista Helyeket kere ste m , kivalt Be csbal vis z aj6v6be D ebr e c z e nylg.
Debre cze mbe 6r v岳n
,
m 丘r haz as s agr血1go ndolkoszta m , minthog ylatta m, holy
′
mask卓p n e m61hetn6k. Minthog y pedig e z m o sta nifele s6ge m n ek s z e m岳Iyit,
e rk61cs6t m at Kolo s vart 6s n e rte m
,
irta m n eki
,
ho畠y 6n Debr e c z e mbe de mar
r efo r m attLS V ag yOk, a z6rt ha n ekite c zik v ele m elni, JOJJO n kifele s eg亀1 el
●
● ■
● ●
●● ′
v e s z e m : m ely okb血1 n e m s okar aki isjわt, egy darabig Leps enin岳 ne v品, d¢ m ar
n eg bolt As z o n nalLe且ny f6v el 16v6n : a z al tTataiFe r e n c z s uperinte nde n s nil
j孟rta m, 6s z v e adas u nkat, s - tLg ya n e6 Co mmitt丘1ta vigt6r eDebr e c z e nyi J丘n o s
n e v丘 Espe rs n ek a ki 丘1ta1 6s z e adatvan lakta m leg e16s z6r Kolo s vari Da vid
PapISta E mbe rnil ing ye n, a z Ⅵ.tan b6rbe Cz egl占di,u c zaba n Sz atm 丘ri n e v丘
Kalvinistanal
,
Cs6 ka M ih丘1ynal, Bes e nyei､J丘n o s nal, m eg a Var o sBiraja m eg
′
fogatot, 6s T 6m16cs r e v etttet, a ho n n a nharm ad n apra d61 tltan m eg m eg ki
bo c sajtottak a V ar o shajd血 Stras z aM este r e, c s ak utat m utatv丘n, hog yl丘s s ak
dolgo mhoち En is m丘s n ap s z eke rr e r akodvan el m e nte m eg yn ap Ka r c z aglg a
hol talan eg yhetet t61t6tte m : o nna n Kab丘r a, a hol felcs6ge m et el hag yv丘n
m aga m B ikes V[丘r m e]g ybe m e nte m, ha hol b ato r sagos helyet talallatn6k･
N e m tal丘Ivin pedig vis z a m e nte m, defeles6ge m et a z alatKab丘r血I ki KBldv6n
K ar c z ago ntalalta m de m eg m eg o n n an is mint eg yc£y holn ap m丘Iv a el kellet
m e n n e m
,
akko r K 血heg yes r e m e nte m, de ot s em m aradhatvdn m eg m ente m
′
t色stint De rs r e
,
otleg fellyeb eg yhetet t61tv占n, m ente m M adar a sr a, ～ - ug ya n
ot t61tv6n el at6ln ek n ag yob r6s zit, ut611y丘t pedig, 6s a Ta v a s zt Ke vibe,
Kevi b61m eg m eg M ada r a sra fordtlta m, s - M ada r asb血I tljobban Kc vibe,
aka r v丘n ug ya nJOt m eg m a r adni, de tellye s sig gel n em e nsettek, a z6rt m ente m
Rofr a, s - ot or孟s Kep pe n mar Kct e s zte nd6t t61t6tte m ug ya n aTo r o nynba
lakv丘n .
K in ek e ngedelmiv eladattattdlBs z e ahaz a ss agr a?
′
Tatai Fer enc z Sup6rinte nde n s n ek m e rt e6 c o mmitt丘1ta D¢bre c z e nyi n e v苗
Espe r es n ek.
HoZadattattdZ∂sz v e?
Sa m s o n n e v丘faluba n, n e m m e s z cDebrec e nt&l.
Hat n e mD ebT･e C Z e mbe?
Ne m, de tlg yan CS ak Debr e c z c nyi K itpar hazas Embe r ek, islako s okj616 n
let6be n
,
ug ymintKolo s v丘ri Da vid, 6s Boldog616t.
′
MieTrt ne m DebT･e C Z e mbe?
Netal丘nta n v al mi baja irke z ヱe n, a mint ok血1n6ke m Debr e c z e nyi Ur m aga
m eg m o ndotta,ja v a s olv丘n m丘r akko ris, hog ya z6szv e adds utan D ebr e c z e nb6l
el m e n n6nk.
Sa m s o mba teh dtki dZtaZadattatok o sz v e?
Ug ya n Sa m s o nyi Pap Janki P6t6r 丘Ital Makai Helys cg■Pr a edic ato ran ak
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Kt1in D¢ m ete r n ekjele n16t6be n.
Mic s oda ･ Helye n?
A Pap h丘zab 丘l.
Miirt?
M e rt ug y irta v61t D ebre'c e nyi Ja n o sUr a m, hog y cs ak intr a prlV atO S
pa riete s.
Miv el legitim dltdtok ot m agatokat a z o sz v e adds elb
'
t?
Le velet adot 8mlitettDebr e c z e nyi Ur a m, s - a zt Ke z ehe z advan, m egesketett.
Hat D ebre c z e nyi J dn o s elb
'
t miv el legitim altdtok m agatokat s z okds sz e rint a
hdz a s sdgjTelveteZere.
A fele s占gem hozot m aga v al le v eletKolo s varr血1, hog ye6 s写abad s z e m61y, 6s
′
s z色Ietettr efo r m at .
HoZ a zaLe v el?
JankyPite m61hattuk.
M ioka lehetet neki oly le v elet ho mi, holot m aga v allds a s z e rint c s ak Ninyen ek
ZatogatdsaT
･
aj∂tt.
Az .hogy e16r e irtam v61t Kolo s varr a P aldi
h丘z a ss ago m r a : m elyr e ug ya n a2;t Vala s z olta, hog y
′
丘ital kij6t, s - a z o nfeleletetis m agav al ho z van,
Ur[n a]k, s - hitta m 孟1tala
ho z z a m n e mj6het, de a z
e c z e r s mind a rr丘1 is ho z ot
biz o n s丘gle v elet, hog yszabad s 2:e mily.
K ith
'1vdZt adv a a z o nbiz o n sdgle v el?
Kolo s variEspere st血I Sis Fe r e n c ztGl.
Ke re szteles edriu v aZd Te stim o m
'
alis s al Zegitim alladi m agadat o sz v e adds od elb
'
t?
Ne n
,
m e rt n 6 mis ho s zta m
,
由 Debre cze mbeis senkit丘1e m n e mK 6rt, ha n e m
a ztK6rdes2:t6k, ha v alami feslet Erk6lc s n e m ak dalyo ztattya6 h丘z as sago m at:
a rr血Ip6dig Kolo s var r血1 P aldi Istvan n e v丘Tipographu s adotbiz o n sagot m elyet
Debr e c z e nyi Jan10 S Ur[n a]k be atta m, a r r血1, hog ysz息Iet占se m Ne m e s, s - hog y
s e m m lgO n O S Z C rk6lc sbe n e 凪tapa staltatta m.
HdT2S Z O T, e ShムI hirdettekkia z∂s z v e adds elb
'
t.
Eg ys z e r son .
Mi6T･t
.
M c rt Deもr e c z e mb6l m egirta D ebre czenyi, hog yc s ak intr apriv ato spa riete s
e skette s s en ek.
Hat n e m s z oktak a z･o)ya 72kathirdetni?
Arr血I n丘r sz丘m ollyo n m孟s.
Mi okb2ll･e ndelte a zhlgyDebT
･
e C Z e nyi.
M e rta Sa m s o ny･i Pap h a sk占p pe n c s elkednin e m aka rta .
Te舶 tjel･e ntettede mdT a 2 e18,･t m agLldat a Sa m s o nyi Papndl hdz aFS agOd v egeth･?
Igcnis, de c s ak a Co m e ndato riale v eliv el Debr e c z e nin ek, m elyet pe>c s6telv e
.
,
de nyitv a adot ar rdl, hog y minde n屯t v a16s丘go s Refo r m atu s n ak, 6s s z abad
s z e n elyn ek 6s･n/6rje n ek, de a m ellet hiaba Kcrte m az 6s z ve adast, 皿 ert a
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s丘m so nyi Pap D ebr e c z e nyln ek le v elet ir van , nag yob s e ctlritast K6
rt
m aga[n a]k, a mint e16r e e16tte m el olvastaフ e r r e n6z v e c om mittalta m畠r akko r
le v ele 丘Ital Debre c z e nyl, a mint ha s o n16 k ippe n n6 ke m elor e m eg olv a sta,
hog ye6 m eg eske s s e n, de c s ak intr aprl V atOS Pa riete s :M ely v
岳get mind6n de
Albe rt n e v v el, miv61 hog yJ6s efniv6n kiv色1A lb6rt, Gy6rg y, is M a
rk n6v占mis
v a n, mind fele s6ge m n e v eifelv61taktiv e: e zt v6v6n aSa m s o nyiPap
lac z atot
ug ya n n e m n ag yKedve11e n ni a dologho z, de 6s z e sz61van a M akai Papp
al
,
v6gbe vitte mind e nge m et, mind fele s占ge m et s erio c s ak a rr丘1 e x
a minalvan
,
ha
K 由z ek v ag ytLnke e z e n Refo rm ata Religio ert s z e n v edni: sa
t inkab
e m16ke sztetteisfele s ege m et, hog ye mge m etfog a z6rt s z e n v ed6s K6v etni･
′
Hdny e s zte ndeje e z e n∂s z v e addstok(n ajk?
Nyolo z adik foly･
Hdny e s zte ndeiglaktatok a zutdn Debr e c z e mbe?
H ar o m lg.
Ki{n e}k e ngedelm iv eltelepettetek le RojTo m?
Borb61y M arto ny Ur6val･
Mi m odo n atta az o n e ngedelm et?
E16sz8rjele ntette m m aga m at Sz o mbati n ev且 Tis zta rt6nal, a ki is ajanlまs a
s z e rintjele ntette adolgot a Birraknak, s- a Birakkal a z utan Bo rbily M arto ny
Ur n ak.
Mi okdt adtdk a n nak, a m eg niv6zetheZysdgek, hogym eg H e m s z e nv edhettek?
′
Eg y6bokat sehol s e m, ha n e mn ehu nt c s ak azt, hog yf6lelm
e s
,
a z6rt c s ak
ho rdo s2:kodg ya n.
Mibiuiltile z e nidb
'
dltale n nyihelyeke n?
v 丘s z o n n ak nyo mtat畠sabAl, R ofo n mar minde n ga zdatdla z
br aiga zgatas6r
¢g yeg ysz akajt6 eletisl占v6n lgl rV e, C Sak hog ym eg h e mattak minde
nBt･
Hdt a Bec si htat mic s oda K∂lc segeL v6ge zted, minthogyeddig a z o nhat m d
rjds ndl
t∂b betn em v allottdl m elyetDo m o nkos Ur adot?
M e ster sige m m el a hollehetet Ke r e stem eg y丘t masut
a z血to n n ehu n pedig
Ke nye, et, s - 616st a JO e mber ek K6z6tinge nis kapta m ‥
ug ya n a z6rt m ajd● ′
s e mmit s e mk61t6tte m, ha n e minkab Ke r e st¢m ･L
Be c sbh
,Ivis z aj8ven, Do m o nko s Ur am ndl mi okkaljele ntetted m
agadat?
A karta mjele nte ni, de m a rbetegen fekBd6t, a mint hog yeg yLitr e m eg l S
halt.
Hit m ds ndl kineZjele ntetted m agadat?
Tatai Fe r e n c z nil, akko ri Supe rinte ndeps n畠I h丘z a s s丘go m viget･
Mita ndc s ot, v agyja v a sldst, e s s egic s egetvettelth
'le ottm a radds odirdnt?
H丘z a ssago m ru1 aztfelelvin , hol yatabPapsag n61k也1n e mt
elhetikto vabbat
･a re nde16stis m eg tette 6s z v e adaso 皿 ir丘nt, de s e mmi s 8gl C S
占gel n e 私 v61t,
Ta n a c s丘Ip｡dig ak ko ris c s ak a ztja v aslotta, hol yel m e n n l lg yekez n6m ･
Mi okbiu Zdr attattdl Debre c z e nbeAristo mba?
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T6bbet rula n e mttldok
,
han e m hog ya z hajdBk 6r ette m JO V6n , Bird Ur a m
●
● ●
n e v6v ela Va r o sh畠za ho z bittak
,
oda m e n etle m m el pedig a Bir o eleibe s e m
allattak
,
ha n e m eg yen es e n vittek, a t6 m16c zhazba n: minthog y pedig m 丘s nap
m eg fogattataso m rdl avar as o n n ag y Air futa m odvan m agokt血r え hajddkt血1
hallottam , hog y a z 血 m eg fogattat丘s o m aVall丘s6rt e6 F[e]1[s6]ge, v ag y a
Con silitl m Pa r a n C S Olattyabdl ¢s et v61n a; s - hog y a z irant a Ta nac s n ag yo n
Ta n孟csko zik
,
a z o n nal Insta ntiat irta m a Ta n丘c sho z,
bo c sassan ak el
,
ha pedig n e m K6s z vag yok a K ir丘Iy
hog y ha lehe c s eges
′
eleibe is m e n n l
,
is
sz丘m ot adni･ Eztfele s ege m altal Szilag yi Sa m u el Superinte nde n she zk屯Idv6n
kivanta m aTa nacsnak be adatni
,
de 6 be adta e
, v a£y n e m? n e mtudや血 , se
v丘Ias ztot red n e m v6v6n
,
n eg yed n apr a a str a z s a m est ra s zobab血Iki hit, s - a
T6m16c zh6z v a16 leg k6z eleb kaptl n utat m utatOt, m O ndvan, hog ylass ak
dolgo mho z･
･
m ely okb血I m孟s n ap ellis m e nte m Debre c z e nb6l.
Kija v a sldsdb滋1?
Se nki6b61
,
ha n e mfelte nto v孟b ottm a r adni.
【Ⅹi皿 ar adt 2oldal】
Ha r m ads z o r
,
hog yK ic zin s6ge mbe n K alvinista lskolaba n Ja rVan hajla nd6b
● ′
v61ta n ho z zajtlk.
Mind e z ek n e min dithattak G∂,∂g R itu s r a, minthog ya sz e ntek in v o c atioja ndlukis
m eg v a n =ho n n an e s e= ehdt･ hog ya Papista sdgbdl n e m KaZvinistdv a, han e m G∂r∂g
Rilu sv aletteZ?
Amb丘r tlg ya nhabr otta m a m eg irttc zikelyekbe, de mind a z o nalt血I s e mmi
c11e nke z6t m aga mhak n e m丘11itotta m ･ Elle nbe m eg tらG Z et a G6r6g Ritu s[n a]k
Sz ok 丘sa
,
c a e r e m o n laJa, S ･ a Ba silita s z e r z etn ek ruhaja :Az6rtg ye r m ekiis z el
▲ ′ ●
K6n nye n r ed m ente m.
Ha ig y(e c z et a GβT∂gRitu s mi okb滋Iallotdleltehdt tale Kdlvinistasdgra?
Me rt ot s ok oily Ritu stlatta m, a m ellyetbabon as agn akta rtotta m, ug y mint
′
a betcget a Te mplo mba nle fektetik, s - a Pap fclettc a Cas ulaba altal hag:
M 丘s ods z o rhog yte m et6shoz a halot e16t t6vis bokrot v er e sg yapJtl V al, m6z e s
Kalac s v al
, szilvav al m eg r akv aho rda n ak, s - a z utan ag ye r m ekek[n e]k a sir o n
altal adv a el o s ztyak･ h ar m ads zor a h alot6rt a siron ･altal Ke c sket
,
Kaka st
adogatn ak, a halotn ak has丘r a Kalacs ot tes z n ek, abba pedig g ye rtyat s zBrn ak,
s ･ 6getikm eg 年S Ole n nit丘s ta rt, hog ya s z e ntelt viz ha hu s ze szte ndeig all is,
′
m eg n em b 舶6s6dhetik, s - a v akotis m eg vil丘go sitya, ha s z e m6t v ole m eg
Ke ni: hog y a Kiri 由eiso nt neg yv e n s z er m o ndgyak, 6s tab effili k. hol y
litu riiaba fo r r o viz et t61te n ek‥ Ezen felBl hog y r egulajokba a zt ta rty丘k:
pr a c stat DctL mOffe nder e, qv a m StlPC rio r e m :qv la Si Detl mOffe nde ris o r abit
pr otc s upe rio r, si a ute m s upe riore皿 Offe nde ris, qv IS O rabitpr ote, holot a Sz
lis s al cllc nkc zik a hol a z v a n
,
ha e mbe r em be r elle n vat a Bird igas s孟got
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′
t6s z e n
,
de ha a zUr elle n vet
,
ki les z aK 6zbe Ja r.0 :J ar 11t aho z a s ok 6s
● ′ ′
felettib v a16 n e m cs ak b6jt61is, ha n e m ep pe n Koplalas :Ite m hog yha a
′
s upe rio r v al mit m o nd, a z elle n s z olni s el占g ye n s z ab d, holot a z BasilitIS
r egt1丘s a a zt m o ndg ya, hog ysin e s a c r ar u mL ite r a r u mD o c u m e nto nihiljllbe at
StlPerio r. Az o nfelBl, hol ya Superio r[n a]k Atha n asitlSRedni, aki a P也sp6k
Co nfe s s s arillS S a V61t
,
m aga ta nit丘saba n a ztis tulajdo nitotta, ho苦y a 2:Ba ratok
色dv6ss6ge aStlPe rio r akar atty丘t血1 fag, hog yaleg 也dv6s s占ges eb dolgotis ha
c s ak a StLPeriorlH elybe n em hag ya, n ehigye. Hog ya B aratok a z o n statu sba
v a n n ak, m elybe v61t A dam aPa r adic s o mba al elsa e s et e16t. Hog ya Ba rat61et
Ang yali 61et, amint hog y a Ba rat K6nt6st Ang yaliruhan ak hijjak. Hog yde
Ju r e n eminilic eret u xore m dtlCer e, S odpe rmittit Ecclesia n e m tlndu sdcficiat.
Atlde o dic e r e/: v e,rba s u nt do c e ntis Atha n asii:/ n ullu s, qv l tlX Ore m habet,
s alv a ri pote st, et si etia m s alv atu r, adm odu m dific ulte r: To v ab pedig,
ht1mi lita s c o n sistit in Demis sion e Capitis : Qv od m o n a stic u n m e ritu n sit
s alutis m e ritu m : Qv od r emis sio pe c c ato r u m pe r e xteras a ctio n e s, ¢t
s atisfa ctitln e nta S Obtin e atu r.
Ez eken felBl a z Eu charistiai Ke nye r et, s ok felio s ztvan, a n ag yob dar abot
ヽ
C hristu sTe st占n ek
,
utan n a v a16 haro m s z eglet丘 kis s eb darabota Boldogsago s
Sz怠z r e
,
mas Kile n c zda r abo cskat
,
mi且t a le n c s e sze m, a Sz e ntek rend6r e,
a mtan ha s on16apr6 darab kakbBleg yr e ndet a holtakirt, m ast pedig a z616 k6rt
t丘nylr O n r e nd s z eri且t el rakn ak, s - j61 lehet e c z e rsmind c o n s e crallyak, m eg lS
′
a zt tarty丘k, hog y a t6bbib怠1ne,m lehet c o m u niot te n ni, ha n e 皿 C S ak a z o n
eg yb&l, m ely m aga r a aC hristtlSr a V61t ki r e ndelv e, holot ez a XttlS
′
in stittLtⅦ m 孟v al elle nke z6,j611ehet 6k a G6r6g RhittlS[n a]k r6gi m61t6sag孟v al
v6dclme zik. Eg ykof m agan ak a P屯sp6kn ek Ar o n n ak s zajabdl hallotta m, ta n
pr etio s tL S e St iste Gr ae,B u s Ritu s, ut ho m o, etia m si mlla m fide m habe r et,
obs erv ato Gr a e c o ritu debe at s alv a ri: holot a ziris a zt m o ndg ya, sin eride
im po s sibile estDe opla c ¢r e.
Mind hog y pedig mind e z eknek, s - tab effi16 knek, m ellyek mind6s z v e m o st
ha m a rjaba e sze mbe n ¢m Jtltn ak a Sz e ntir丘sb dl, m ellyetK6zt6k is olv a sgatta n,
s ¢mmi fu 且da m e ntu mat
,
s丘t ep pe n ¢11enkez6sitlatta m, lelk¢m et r ajtok m eg
n e m nyugtathattam , m e rt kBIs6 c s elekedetekbe n s e mi pe rfe ctiot n c m
is mir v6n
,
irde m r c a z okat e16gtelc n ek itilte m. Ug ya n a z6rtig yeke zte m mas
ollyan m eiritu m otker es ni, a m ellye nlelke m m eg nyugh?ss on: Az pedig a XttlS,
s ･ a n n ak 6rd¢m6be, iga s s孟g丘ban helyhes ztette m hite m et, r e m6n s6ge m et. Ez
16vin leg faboka, hol yKalvinista sagra m e ntem , m ert6k is 甘g yhis zik･ Ja rdlt
aho z
,
hog ya zEc cle siafcj6t, m elyb怠Ic s ak a G6r6g, 6s DeakEc clesia K6ztis
n ag y v eteked6s ek, 6s ka16mb6z6s ek v a n n ak, l由 biz o nyo s ab ba n 6s m6r e m
m agaba aXtu sba a r efo r m at Dogm a s z erint: M ely D ogmar a mind a z o naltal
to vまb a z is n ag yo n h血z at, hog y a Sz L6lekn ek s zar m a z attyat, m elyet a
Refo r m attlS Ok mind Atyat血l, mind Fidt血1 1e n ni eg yirant ta nityak, hiszik, 6s
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v allyak, a G6r6g RittlS C S ak m ag畠t血1 a z Atyat丘Ile n ni 6s m占ri, a m b ar m agat a
′
Deえk Ritu ssal Unittl S n ak le n ni kBIs6 K ip pe n v allya ･ Ez e n c zikelybe m eg l S
m eg n e m eg ye z a D eak ritu s s al, jollehet niha sz6val palastollya, m e rt a
Simbolu mba n e m v allya aD eakRittlSta nitas a s z e rint･
M eg allotta m v岳gt6r e a z on is a ziris s z e rint, hol y a XttlSn ak eg ys z e ri
t6k61lete s aldo z attyan kivBl, m ellyet v6gbe vit a Ke r e s zt fan a Jerus ale m
Kapujan KivBl, n e m s zBksige s tab e mge s zte16 aldo za t, mint hol yPap s em
K6n e, ha Xtu s m eg e vil畠gon v6ln a.
′ ヽ
Ex c epttl m, fatentiqtl ePr a ele ctu m, ets lg･
p6tm eGabriele m N ag yICottu m He v e s etExte rio rSz6ln ok
a rtketu nito r)TITir N ota r.
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